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　 この報告書 は、 日本 自転車振興会か ら競 輪収益 の一部 であ

る機械 工業振 興資金の補助 を受けて昭和55年 度に実施 した

「わが国の情 報処 理に関す る動 向調査」の成果 をと りま とめ

た ものであ ります 。



」



,
、
!

メ
ー

1

・̀

　
　
`

.'

.

,

・

・



、

ー

{

1

2.

3

4

は じ め に

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

は じ め に

2.1

2.2

2.3

3.1

3.2

3.3

3.4

　 企 業 を

は じ め に

4.1

4.2

一

目　　　　　次

1

1

2

4

5

7

12

15

15

16

17

24

29
　 　 　 　 A

29

31

33

37

39

39

41

44

コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ に お け る 諸 問 題.

わが国経営情 報化発 展の経緯

反省 と本格活 用の模 索

経営者の危惧 と期 待

企業 内ユー ザ部門の意識構造 とその変革

ユーザ部門教育の再考

企業経営者の立場か らの不満 ・危惧 ・期待

企業 環 境 と情 報 シ ス テ ム

経 営者 の 不 満 と要 請 、 あ り方 等 につ いて

経営者か らの要求 と期 待

エ ン ド ・ユ ー ザの 立 場 か らの 不満 と要 請

デ ー タ バ ン ク に つ い て

デ シ ジ ョ ン ・サ ポ ー トに つ い て

問題 解 決 型 プ ログ ラ ムの 開発 を

資金収支評価 シス テムの開発 を

とりま く情報処理環境の変化

立 ちふ さが る用途 開発の遅れ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

グ ロ ッ シ ュ の 法 則 崩 壊 で 起 っ た カ タ ス ト ロ フ ィ



4.3

4.4

部門存立の基 盤強化の必要性

急 激 な コ ン ピ ュー タ発展 の歴 史 的巡 回 の 訪 れ

ρU

O

4

5

5.情 報 処理 部 門 の果 す べ き今後 の 役 割 り

は じめ に

5.1

5.2

5.3

5.4

5.5

5.6

経営体質の改善を迫 られる今 日の企業

情報処理部門の今後の あ り方

情報処理 部門の果 すべ き役割 り

期待 される情 報処理 部門の新機能 と実体 システ ム志向

情報処理 部門の戦略 的機能

戦略的なア プ ローチの対象

1

1

1

2

4

6

8

0

5

5

5

5

5

5

5

6

、
ト
～
I
J

j
●

、

-

`
暮

6
喝
ハ

己



1.コ ン ピ ュー タ ・ユ ー ザ に お け る諸 問 題

コ ン ピ ュー タの 有効 活 用 を志 向 して

横浜商科大学

　教授 　前 川 良 博

'

p●

　 は じめ に

　 コ ン ピュー タに 関連 す る分 野 の研 究 課 題 は 多 岐 多面 に亘 る もの が あ る が、 そ

れ らを集 約す る とハ ー ドウエ ア と ソ フ トウエ ア に関 す る諸 問題 が 重 点 とな って

い る。 そ の こ との重 要 性 を十 分 に認 識 しなが らも、 さ らに重 要 な 課 題 と して 強

調 しなけ れ ば な らな い こ とは、 コ ン ピ ュー タ を導 入 し、 活 用す る企 業 そ の 他 の

組 織 体に お け る 「組 織 目的」 と 「コ ン ピュー タ」 との か か わ りにつ い て で は な

か ろ うか。 つ ま り、 コ ン ピ ュー タは 組織 目的の 達 成 に全 体 的 あ るい は 部 分 的 に

貢 献 す るた め の 強 力 な 道具 、手 段 で ある か ら、 目的 と して の 「組 織 目的 達 成 」

とそ れ に 貢 献 す る 「コ ン ピ ュー タ」 の 両者 を い か に有 機 的 、 効果 的 に整 合 きせ

るか とい う課 題 こそ は 、 コ ン ピュー タを 導入 し活 用す る組織 体 に と って 常 に問

いつ づけ な け れ ば な らな い 課 題 で あ る し、 この こ と こそ は 「ユー ザ問 題 」 の 原

点 とい うべ き で あろ う。

　 か か る視 点 か らユ ーザ 問 題 を と らえ た 場合 、 コ ン ピュー タの ハ ー ドウエ ア、

ソ フ トウエ ア に優 先 して 、 コン ピュー タを 導入 、 活 用す る ユー ザ 企業 の経 営 者

に か か わ る問 題 、 エ ン ド ・ユ ーザ と呼 ば れ る業 務 部 門 の問 題 、 お よび情 報 処 理

を 直接 的 に 担 当す る専 門 部署 の 問題 な どと し'てユ ー ザ問 題 を 把握 す る 必要 が あ

る。 ま た、 そ れ ら三 つ の 機 関 は 、そ れぞ れ に固 有 の問題 を もつ と共 に 、組 織 目

的 の 達成 とい う共 通 目的 を志 向す る もの と して ユー ザ問題 は 研 究 さ れ論 議 され

ね ば な らな い だ ろ う。
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　 1.1　 わ が 国 経営 情 報 化 発 展 の経 緯

　 ユー ザ 問題 を検討 す る場 合 に は、 情 報 処 理 レベ ル の発 展 推 移 と と もに、 問 題

発 生 の 環境 が 異 な り、 問 題 内容 も次第 に複 雑 化 す る こ とを考 慮 しな け れ ば な ら

な い。 わ れ わ れは 常 に現 在 お よび将 来 の 問題 に 重 点 を置 くべ きで あ るが 、 時 に

は 過 去 をふ り返 りつ つ 問 題 を捉 え る こ と も重 要 な こ とで ある。 そ こで 、 わ が 国

の機 械化 、 コ ン ピュー タ化 が どの よ うな経 緯 をた ど って 今 日に至 った か の発 展

の軌 跡 の概 略 を ふ り返 って み る こ と も無 駄 な こ とで は な い。

　 戦後 、 わが 国 の産 業 界 は 、 戦 前 に 優 る 生 産 力、 技 術 力 、経 営 力 を復 元 し向 上

さ せ るた めに 大 変 な努 力 を傾 注 した。 経 営 体質 を改 善 し強化 す る こ との一 環 と

して事 務 の合 理 化 、機 械 化 に着 目 した の もそ の 頃 で あ った。 当 時、 つ ま り昭和

20年 代 においては、ま だ情 報 処 理 、 情 報 シ ス テ ムな ど とい う概 念 も用 語 も存 在

しない 頃 で あ った が 、事 務 の機 械 化 は 事 務 体 質 の改 善 に よ って経 営 に 貢 献 し よ

うとす る もの で あ った か ら、 そ れ を も って経 営 情 報化 の鳴 矢 とす る こ とがで き

る。 以 来 、 今 日まで の 約30年 間 が戦 後 の わが 国経 営情 報 化 の 発 展 史 で あ っ て、

そ れ は つ ぎの よ うな五期 に 区 分 して整 理 す る こ とが で きるの で あ る。

　 ・　 コ ン ピュー タ前期(PCS時 代 ・事 務 の 機械 化)

　 　 　 　 昭和25年(1950年)～

　 ・　 コン ピュー タ導 入 期(EDPの お とず れ ・業 務 シス テ ム化)

　 　 　 　 昭和35年(1960年)～

　 ・　 EDP普 及 拡 大期(経 済 成長 期 ・活 用 分 野 ・活 用 方法 の 拡 大)

　 　 　 　 昭 和42年(1967年)～

　 ・　 反 省 期 ・本 格 活用 模 索期(経 済 低 成長 ・ユー ザ 問題 の 見 直 し)

　 　 　 　 昭和50年(1975年)～

　 ・　 本 格 活 用期 ・定着 期(情 報 化 ・シス テ ム化 に よ る経 営 体 質 の 改善)

　 　 　 　 昭 和5X年(198X年)～

以上の ように経営情報化30年 の発展を五期 に区分 した場合、それぞれの時
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期 に お け るユ ー ザ問 題 の特 質 は どの ような もので あ った で あ ろ うか 。

　 まず 、 第一 期 の コ ン ピ ュー タ前 期 は 、 生 産量 の増 大 、販 売 拡 大 化 等 に伴 う事

務 長 の 急 激 な 増 加 を解 消 し、 事 務 処 理 を迅 速 化す るた め にPCSを 導 入 し、 活

用す る とい う試 み が大 企 業 等 にお いて は じま った 時期 で ある。 長年 の 慣 行 と経

験 の 上 に構 築 され た事 務 制 度 、業 務 構 造 をそ の まま に して、 当 時 と して は 革 命

的 な新 制 度 の導 入 で あ った か ら、 企業 と して決 意 した導 入 で あ っ た にか か わ ら

ず 、 経 営 層 の 大半 や各 部 門 管理 者 の 多 くは 反対 、 非 協 力 とい う と ころ も多 く、

一 部 経 営 者 とPCS担 当 部 門 の努 力 と試 行 錯 誤 が反覆 継 続 され る 時期 で あ った。

全 社 的 に啓 蒙 と理 解 の浸 透 に施 策 の 重 点 を置 くこ とが 当時 の ユ ー ザ 問 題 の大 き

な課 題 で あ った 。

　 機 械 化 マ ネ ジ ャーは、PCSと い う技 術 的 限界 の あ る武 器 で 、 機 械 化 とい う

未 踏 の 分 野 に取 り組 み 、初 代 管理 者 の 熱 意 と合 理 化 推進 の努 力 を積 み 重 ね なが

ら、 来 るべ き コ ン ピ ュー タ時 代 を準 備 して きた ので あ る。

　 第 二期 は、 コ ン ピュー タ時 代 の お とず れ と しての 導 入期 で あ るが、 最 初 はP

CSの 能 力拡 大 程 度 の適 用 レベ ル で あ った が 、 次第 に コン ピュー タの 機 能 と能

力 を発 揮 す る よ うな適 用の 範 囲 を拡 大 す る こ とに努 力 がそ そ が れ る。 コ ン ピ ュ

ー タに 対 す る過 大 評 価 と過 小 期 待 が併 行 す る の もこの 時代 で あ る し・ コ ン ピ ュ

ー タ ・ア レル ギー とい う皮 肉 な 表 現 が 横 行 す るの も この 時期 で あ った。

　 ア メ リカva　kけ る情 報 シ ステ ムに つ い て の 研 究は 、1960年 代 に 入 ってか

らの こ とで あ るが 、 わが 国 に もそ れ が 序 々に 伝 播す る こ とに な り、 ユ ー ザ 企 業

が コ ン ピ ュー タに 託す る夢 が 次 第 に拡 大 す る。 一 方 、 初期 の コ ン ピュー タの 技

術 的 限 界 もあ って 、 ユ ー ザ 問題 の 中心 は 、 バ ラ色 の夢 と技 術 的 現 実 の なか で 、

コ ン ピ ュー タを如 何 に 活用 す る かの模 索 と研 究 に よる適 用の 試 み に あ った。

　 第 三 期 は コ ン ピ ュー タ活 用 の 開花 期 で あ り、 そ れ につ づ く拡 大展 開期 で あ る。

そ れ を誘 発 し促進 した の がMISの 理 想 概 念で あ って、 コ ン ピ ュー タ活 用の 志

向 方 向 に 戸 惑 ってい た 企 業経 営 者 に格 好 の 目標 概 念 と して受 け 入 れ られ る と共

に 、 メー カのPR、 ジ ャー ナ リズ ムの 扇 動 もあ って 、MISブ ー ム を もた らす
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ま で に至 っ た。 程 な くブ ー ムの 沈静 と と もに、 現 実 的 な活 用 が経 済 成 長 期 の 進

展 と軌 を同 じに して コ ン ピ ュー タの急 速 な普 及 と活 用 の 拡 大 を もた ら し、 適 用

分野 と適 用 方 法 を一 層 ひ ろげ る こ とに な る。 情 報 処 理 部 門 は シス テ ムの 開発 に

追 われ 、 設 備 の 増 強 、 増 設 が進 み 、 コ ン ピ ュー タ投 資 が 急 騰す るの も この 頃 で

あ る。

　 コン ピュー タの ユ ー ザ 企業 に と って 、経 済 成 長 に 伴 う工場 の新 増 設 、生 産 量

の 増 大 、 商域 拡 大 、 業 務 量の 増 加 、要 員 不足 等 々は 、 コ ン ピ ュー タ化 の 必要 性

と必 然性 を もた らす こ とに な った。 コ ン ピ ュー タな しに経 営 は維 持 で きない 、

とい わ れ る ま で に な ったが 、 そ の 頃か ら、 企 業 内 で情 報 処 理 部 門 の発 言 権 も強

ま り、 組 織 機 構 も拡 大 し、 コ ン ピ ュー タ と情 報 処 理 部 門の 存 在 を企 業 内 で 不動

の もの にす る こ とに な る。

∀

　 1.2　 反省 と本格 活 用 の模 索

　 歯 止 め な く拡 大 す るか にみ え た コ ン ピ ュー タ活 用 が、 一 転 して 沈静 を 迫 られ

る こ とに な る のが 第 四期 で あ る。 そ れ は 昭 和48年 末 に お とずれ た第 一 次 オ イ

ル シ ョックが もた ら した 経 済 低 成長 、 安 定 成 長 に よ って 迎 え る こ とに な った コ

ン ピ ュー タ活 用 の 変 換 期 で あ った。

　 すべ》ζ.の企業 が経済危機 を乗 り切 るために減量化、不採算 部門の切 り捨てな

どに よ って企 業 体 質 の大 巾改 善 を迫 られ る こ とに な り、特 権 化 して い た情 報 処

理 部 門 の運 営 管 理 や コン ピュー タ活 用 面 に も各 種 の減 量化 施 策 が 強 い られ る こ

とに な った 。 す で にEDPシ ステ ムに よる業 務 処 理 が 組 織 全般 に 定着 化 して い

るた め、 コン ピ ュー タ を解 約 す る企 業 な どは 無 か った が 、 設備 増 強 計 画 や レベ

ル ア ップの 中止 、 開発 予 定 の シス テ ム化 の 延 期 、 要 員 の 削減、 外 注 費 用 の 大 巾

節減 等 々の 減 量 策 を実 施 した 企業 が ほ とん どで あ る。

　 一 度 、経 済 的 負 担 の軽 減 とい う減 量 化 策 の み な らず 、 コ ン ピュー タ活 用 の 質

的 面 につ い て の 反 省 も強 く迫 られ る こ とに な った。 そ れ は、 経 済 成 長期 に馴 さ

れ た 安 易 な経 済 性 評 価(費 用対 効果 計 算)に 対す る 反 省 や経 済 的 効果 余 地 の 更

、
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に鋭 い 追求 の必 要性 、 コン ピュー タ ・オ リエ ンテ ィ ッ ドな ア プ ロー チ か ら くる

組 織機 構 や人 間 性 に対 す る配 慮の 欠 如 した シス テ ムにつ い て の 不備 や 反 省、 有

限 資 源 と して の コ ン ピ ュー タや 活 用技 術 ・活 用 余 力 の配 分 や 優 先 順 序 に つ い て

の不 明確 さ な どの諸 問題 で あ った。 そ れ らは 帰 す る と ころ 、　 「シズ テ ム 開発 ・

設 計 の あ り方」 につ い て の反 省 で あ って 、 そ れ に か か わ る経 営者 、 業 務 部 門 そ

してEDP専 門 部 署 と して の情 報 処 理 部 門 の そ れぞ れ に反 省 と今 後 の あ り方 を

問 う もの で あ った。

　 単 に、 従 来 の あ り方 を 反 省す る だ け では な く、 原 点 的 に、 企 業 に とって コ ン

ピュー タ とは何 か?、 さ らに コ ン ピュー タの持 つ 可能 性 を十 二 分 に 引 出す た め

に は如 何 に あ るべ きか?、 そ の た め の具 体 的 な態度 、 方法 、 技 術 は 何 か?、 な

どを求 め る もの で あ って 、 そ れ を こ こでは 「本 格 活 用 の模 索 」 と呼 ぶ わ け で あ

る。 第 四期 と して の 「反 省 期 ・本 格 活 用模 索期 」 は 企 業 ご と に本 質 的 な ユ ー ザ

問題 とそ の解 決 を問 い か け る こ とに な ったの で あ る。

　 1.5　 経 営 者 の 危 惧 と期 待

　 コ ン ピ ュー タ ・ユー ザの 最 高 責 任 者 で あ る経 営 ト ップは 、 自社 の コン ピ ュー

タ活 用 を どの よ うに受 け とめ て い るの で あ ろ うか 。 導 入 を決 意 し、 自社 の情 報

シス テ ム化 に大 き な期 待 を掛 け て い るだけ に、 情 報 処 理 部 門 の 推進 態 勢 や社 内

全般 の 活 用状 況 に関 心 を払 うの は 当然 の こ とで あ る。 コン ピュー タ化 の もた ら

す変 化 や 効 果 に、 そ れ な りの 評 価 を して い る こ とは 事 実 で あ る。 しか し、一 方

で は 巨額 の投 資 と多額 の 運 営 コ ス トを投 入 して い る こ とを考 え た場 合 、 自社 の

適 用 は これ で 良い の か とい う危 惧 や 不備 が ない 訳 で は ない。

　 そ れ らの経 営 ト ップの 疑 問 や 危 惧 ある いは 期 待 な どを筆 者 な りに代 弁 す る な

らば、 次 の よ うな こ とに集 約 す る こ とが で き る ので あ る。

　 〔全 般 的 な疑 問 と期 待 〕

　 　 (1)今 日の 企 業 経 営 に とって コ ン ピュー タは 不 可欠 な ツー ル で あ ろ う、 し

　 　 　 か し、 わ が 社 の コ ン ピ ュー タ投 資は 適 正 なの だ ろ うか?
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　(2)相 当 な費 用 を 支 出 し、 優 秀k専 門 要 員 を 多数 抱 え て い るが 、 当社 の コ

　 　ン ピュー タ活 用 や 適 用 分 野、 方法 は これ で 良 い のか?、 他 社 では どの よ

　 　 うな活 用 が展 開 して い る の で あろ うか?

(3)当 社 で もそ れ な りの 効果 を挙げ て い る こ とは認 め る し、 他 社 よ り進 ん

　 　だ シス テ ム もあ る よ うだ が 、 さ らに大 きな経 済 的効 果 を生 み 出す 余地 や

　 　対 象 分野 あ るい は 方 法 は ない の だ ろ うか?

〔業 務 部 門 に対 して 〕

(4)情 報 処 理 部門 は 大 変 な 努 力 と苦 労 を して い る よ うだ が 、 各 業 務 部 門 は

　 　コ ン ピュー タ を本 当 に 業 務 面に 有効 に生 か す 自覚や 主 体 性 を認 識 し、そ

　 　の 努 力 を払 って い るの だ ろ うか?

　(5)コ ン ピュー タが い か に 正 確 で も、 そ れ に入 力 す る デ ー タは 、 正 確性 、

　 　精 度 に お い て問 題 は ない のだ ろ うか?、 まだ 業務 部 門は コン ピ ュLタ 時

　 　代の デ ー タ管 理 、 情 報 管 理 につ い て意 識 変 革 を す る必 要 が あ るの では な

　 　か ろ うか?

〔情 報 処理 部 門 に対 して 〕

　(6)情 報 処 理 部門 か ら受 け る報 告 の 多 くは、 機 械 設備 や 進 ん だ 技 術 ある い

　 　は 複雑 な シス テ ム な ど専 門 的 、技 術 的 な ことが 多い 。 当 社 の 経 営 課題 や

　 　事 業 部、 事 業 所 の 現 状 や将 来 課題 と直結 した報 告や 話 題 が 乏 しい の は な

　 　ぜ だ ろ うか?

(7)厳 しい 経 済 環 境 の なか で会 社 は苦 労 して い る し、 そ の た め に 社 内全 般

　 　が 体質 改 善 を迫 られ て い る。 そ の なか に あ って情 報 処 理 部門 のみ は別 格

　 　で 、特 殊 な技 術 的専 門 集 団 の よ うにみ えて な らない?

　(8)情 報 処 理 部 門 は 、 企 業 に お け る情 報 の 中枢 部 門 と して の 自覚 と努 力 を

　 　 して い る よ うだ が 、 他 の 業務 部 門 との あい だ に壁 が あ って 、 そ の 意欲 や

　 　熱 意 が 総 合 的に 結 実 しに くい雰 囲気 が あ る よ うだ。 そ れ を打 破 す る必 要

　 　が あるの だ が 、抜 本 的 な 方 策 や 今後 の方 向 な どは ど うあ るべ きで あろ う

　 　か?
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　以 上 の よ うな経 営 トップが 情 報 処理 部 門 、業 務 部 門 ある いは 情報 処 理 システ

ムそ の もの に 抱 い て い る疑 問 、諸 課題 な どは 、 企 業 規 模 、企 業 体 質、 業 種 、 そ

の企 業 の コン ピ ュー タ活用 の経 験 年 数 な どに よ って 、 そ の 問題 点の組 み合 せ ば

大 き く異 るで あ ろ う。 しか し、す べ て の ユ ー ザ企 業 に とって、 それ らの い くつ

か は 必 らず 該 当 す る経 営 トップの疑 問 や 危惧 で あ る し、そ れ らは換 言 す れ ば 、

今 後 へ の期 待 で もあ るわ け で あ る。

　 コ ン ピ ュー タの ユ ー ザ企 業 に とって、 上 述 した 経 営 トップ の危 惧 や疑 問 な ど

は、 そ れ らは 直 ちに 今 日的 な課 題 と して の 「ユ ー ザ問 題 」 で もあ る訳 で ある。

そ して、 そ の 対 象 は エ ン ド ・ユ ーザ あ るい は ユ ー ザ 部 門 な ど と表 現 され る業 務

部 門 に かか わ る諸 問題 、 企 業 内 でEDPシ ス テ ムに 直 接 的 な か か わ りを 持 つ

情 報 処 理 部 門 の諸 問題 とい うこ とに な る。 ま た 、 そ れ ら両 部門 を一 体 的 に結 合

す る シス テ ム開発 に か か わ る問 題 こそは 、 共 通 的 に 追 求 され 、 解 決 さ れ なけ れ

ば 左 らぬ重 要 課 題 と して ク ロー ズ ア ップ して くるの で あ る。

　 そ こで、 こ こで は シ ステ ム開発 の諸 問題 を 中心 に しなが ら、 まず ユ ー ザ部 門

つ ま り業務 部 門 の 問 題 につ いて 解 明す る こ とに し、 情 報処 理 部 門の 問 題 につ い

ては 最 終章 に お い て ふれ る こ とに したい 。

φ

　 1.4　 企 業 内 ユ ー ザ 部 門 の意 識 構 造 とその 変 革

　 企業 内のEDPシ ス テ ム活 用 部 門の こ とを一 般 に エ ン ド ・ユー ザ と呼 ぶ こ と

が あ る 。 そ の よ う な 表 現 が い つ 頃 か ら 使 わ れ る よ う に な っ た か は 明 確 で は な い

が 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ メ ー カ や デ ィ ー ラ が コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ 企 業 の 最 終 活 用

部 門 に 対 し て 総 称 し た の が は じ ま り で は な か ろ う か 。 こ こ で は エ ン ド ・ ユ ー ザ

と い う 表 現 は 用 い ず 、 ユ ー ザ 部 門 と 呼 ぶ こ と に す る 。

」

(1)　 ユー ザ部 門 の顧 客 意 識

　ユー ザ 問題 に おい て、 最 も重 視す べ き こ とは ユ ー ザ 部門 の コ ン ピ ュー タに 対

して 抱 い て い る意 識 につ い てで あろ う。 なぜ な らば 、 コン ピ ュー タは 常 に企 業
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内の 業 務 を担 当 す る ユ ー ザ 部門 の た め に存 在 し、 そ の利 用 、 活 用 の た め に導 入

され 、 運 営 され る もの で あ って 、 コ ン ピ ュー タに よる効果 は究 極 に は ユー ザ部

門 の 活 用意 識 に か か って い るか らで あ る。

　 経 営情 報 化 発展 の第 一 期 、 第 二 期 の 頃、 つ ま りPCSや コ ン ピュー タの導 入

期 や 活 用 の初期 に お いて は 、 そ の 適 用 も事 務 の機 械 化 や事 務 デ ー タ処 理 が 中心

の 時 代 で あ った。 長年 の 事 務 慣 行 や 人 間 の恣 意 に よる 業務 処 理 が 定 着 して い る

業 務 部 門 に、 当時 と して は 革 新 的 な新 制度 を導 入す るの で あ るか ら、 何 らか の

混 乱 と不安 と批 判 をま ね くこ とに な った の も当然 な こ とで あ った 。 そ の よ うに

コ ン ピュー タ化 の 初 期 に お け る ユー ザ 部 門 は、 従来 か らの伝 統 的 な 事 務 制度 や

業 務 構 造 を擁護 し よ う とす る意 識 が 強 く、 一 部 の シ ンパ を除 い て は ア ンテ ィ ・

コ ン ピュー タで あ った とい え る。

　 しか し、 徐 々に では あ るが 、機 械化 シス テ ムの 成功 が企 業 内 に 拡 大 す るにつ

れ て 、 ユ ーザ 部門 の意 識 も変 化 す る こ とに な る。 そ れ に加 え て 業 務量 の 増大 、

管 理 レベ ルの 向上 要請 、 要 員 不足 等 の諸 要 因 が コ ン ピュー タ化 の 必 要 性 と必 然

性 を裏 づ け る こ とに な る。 コン ピ ュー タの 能 力 が 向上 す るにつ れ て、 さ らに期

待 が た か ま り、 ユー ザ 部 門 に と っ て コン ピ ュー タは 複 雑 で 厄介 な 問題 を解 決 し

て くれ る機械 で あ る し、 情 報 処 理 部 門 は そ れ を技 術 的 に解 決 して くれ る専 門 部

署 で あ る とい う認 識 へ とユ ーザ 部 門 の意 識 は変 化 して ゆ く こ とに な る。

　 そ れ は、 経 営情 報 化 発 展 の 第 三 期 にみ られ る ユー ザ 部 門の 意 織 で あ って 、 こ

の 時 期 に急 速 に 適用 シ ス テ ムは 増 加 拡大 し、 ユー ザ 部 門 も企 業 内 で 増 え る こ と

に な る。 そ の こ とは コ ン ピュー タ化 の 普及 拡 大 に伴 う効果 を拡 大 し、 経 営情 報

化 の 促 進 とい う好 結果 を もた らす もの で あ った が、 次 の よ うな ユ ー ザ 問題 を も

拡 大 す る こ とに な った の で ある。

　 つ ま り、そ れ は 、EDPシ ス テ ムは 本 来 的 には ユ ー ザ部 門 の業 務 シス テ ムの

自動 化 部 分 で あ るか にか か わ らず 、 コン ピ ュー タに よ る技 術 的 な シス テ ムで あ

る とい う認 識 が 強 く、 す べ て を情 報 処理 部 門 に依 存 す る とい う風 土が 企 業 内 に

形 成 され て しま った こ とで あ る。 そ れ を こ こでは 、 ユー ザ 部門 の顧 客 意 識 と呼
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ぶ こ とにす る。

　 ユー ザ部 門 の顧 客 意 識 は 、 自部 門 の 業務 処 理 や情 報 要求 の コン ピ ュー タ化 を

技 術 的 に解 決 す るの が 情 報 処 理 部 門 で あ って、 我 々は要 求 や 問 題 点 を提 示 す れ

ば よ く、 あ とは彼 等 が コン ピ ュ一 夕の専 門 家 と してそ れ を解 決 す る のが 役 割 で,

あ る とい う認 識 で あ る。

　 一 方 、情 報 処理 部 門 もユ ー ザ 部門 の認 識 不足 と非協 力 をか こち な が ら も、 そ

の ア ブ ・一 チや 思考 が余 りに も技 術 中心 、 手段 中心 で あ る こ とが 多 い た め、 専

門技 術 の特 殊 集 団 とい う認 識 を ユ ー ザ部 門 に植 え つ け て しま うこ とに な った。

そ の よ うな コ ン ピ ュー タ ・オ リエ ンテ ィ ッ ドな情 報 処 理 部 門 の あ り方 が 、企 業

内 の 特 殊 な専 門組 織 と して位 置 づ け られ 、 ユー ザ部 門 との 間 に壁 を つ くる とい

う結 果 を ま ね いて しま った。

　 そ の よ うな 両部 門 の 対 立 関係 の ある と ころで は、 ユ ー ザ部 門 は 情 報 処理 部 門

の もつ 特 殊性 を理 解 す る こ とは ない し、 情 報 処理 部 門 もまた ユー ザ 部 門 の 業務

特 殊 性 や 問 題 の本 質 を認識 す る こ とは 困難 で あ る。 そ の よ うな両 部 門 の関 係 か

ら、 ユ ー ザ部 門の 組 織 機 構 や 業 務 機 能 あ る いは 従事 す る管 理 者 、 担 当者 等 の ヒ

ュー マ ン ・フ ァク ター な どに つ い て配 慮 を欠 い た シス テ ムが 開発 ・設 計 され る

とい う問 題 が指 摘 さ れ る こ とに な って くる。 如何 に進 歩 した コ ン ピ ュー タや 周

辺 関 連 機 器 が 出現 し、 革 新 的 で 高 度 な新 シス テ ムが 開発 され 大 き な変 革 を もた

ら した と して も、 常 に シ ステ ムの 活 用 とそ の主 体 は 究極 に は人 間 で な けれ ば な

らない 。 そ の よ うな シス テ ム を開 発 ・設計 す るた め に は、 両部 門 の あ り方 と シ　 '

ス テ ム化 の 思 想や 手 順 につ い て 反 省 し、検 討が 加 え られ ね ば な らない だ ろ う。

　 ユ ー ザ ・オ リエ ン テ ィ ッ ドとい う表 現 は、 前 述 した 両 部 門 の関 係 を打 破 し、

解 決 す る こ との必 要 性 か ら出て きた こ とで あ った。 と ころが 、 そ の概 念 は必 ら

ず し も明 確 な もの では な く、 い つ しか 、 オ ン ライ ン ・シス テ ムの 先 端 機器 で あ

る ター ミナ ル ・マ シン を ユー ザ部 門に 設置 し、 ユー ザ 部 門 が 自か らホ ス ト ・コ

ン ピ ュー タ と対 話す る形 式 の ア プ リケー シ ョン を指 す 用 語 に な っ て しま った 。

そ れ は 、 ユー ザ 部門 が 一 歩 コ ン ピュ ー タに近 づ き、 身近 か に直 接 的 な ユ ー ザ と.
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な る前 進 では あ ったが 、 そ れ だ け では 顧 客 意 識 を脱 却 した り、 両部 門 の 間 に介

在す る壁 を除 去す る本 質 的 な解 決 には ほ ど遠 い もの で あ った。

　真 の ユー ザ ・オ リエ ンテ ィ ッ ドとは 如 何 な る こ とを指 す の で あ ろ うか?。 そ

れ は、 情報 処理 部 門 に と っては 、 従 来か らの コン ピ ュー タ ・オ リエ ンテ ィ ッ ド

な シス テ ム開発 姿 勢 か らの脱 却 や 自省 の 目標 概 念 で あ る し、 ユー ザ部 門 にっ い

て い うな らば 、 顧 客意 識 か ら脱 皮 して シス テ ム開 発 や システ ム運営 の 責任 と主

体性 が 業 務 を 主 管 す る 自部 門 に あ る とい う 自覚 と、 そ の 具 体化 に努 力す る こ と

にほか な らな い。

　 両 部 門が 、 ユー ザ ・オ リエ ンテ ィ ッ ドに つ いて の 共 通 概 念 に 立脚 して 、そ れ

ぞ れ の機 能 、 役 割 りを 分 担 し、 シス テ ム開 発 ・シス テ ム運 営 に協 働 す る態勢 が

企 業 内 に形 成 さ れ る な らば 、 両 部門 を 隔 て て い た壁 な どは 次 第 に解 消 され て ゆ

くは ず で ある。 そ の た め に は、 企業 ご とに ユ ー ザ ・オ リエ ン テ ィ ッ ドな 自社 概

念 を確 立す る と共 に、 両 部 門 がそ の た めの 意 識 変 革 と歩 み よ りの努 力 を続 け る

必要 が あ る。

、

　 (2)実 体 シス テ ム 中心 の シス テ ム化

　 ユー ザ 部門 に と って の 関 心 は 、 コン ピ ュー タの機 種 、構 成 や そ の技 術 的 方法

論 に ある の では な く、 自部 門 の抱 え る業務 上 の 問題 とそ の解 決 や経 営 管理 の諸

行 動 に 役立 って 意 思 決 定 支 援 の情 報 が 適時 適 切 に入 手 で きる こ とで あ る。 精 緻

、で複雑 な情 報 シ ス テ ムの 構 造 や 内容 よ りも、 そ の処 理 成 果 や 提 供情 報 が 部 門組

織 に課 され て い る 目的 や 機 能 の 達成 に如 何 に 貢献 す るか 、 とい うこ とに こそ 関

心 と熱 意が 注 が れ ね ば な らな い の で ある。 そ れは 、 自部 門の 「組織 目的 の達 成

とは具 体 的に どの よ うな こ とか?」 「そ の 目的達 成 を 阻み 、 困 難 に して い る 問

題 とは何 か?」 　 「そ れ を どの よ うな方 向、 範 囲 で解 決 した らよい のか?」 　「問

題 解決 や経 営 管理 に 要 求 され る情 報 が どの よ うな もの で あ るべ きか?」 な ど業

務 面 の課 題 を 明 らか に す る こ とには じま る。 それ らは、 一 見 当 然 で常 識 的 な作

業 で あ る と考 え られ が ちで ある が、 必 らず し もユ ー ザ 部 門 に とって 明確 で は な
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く、 そ れ らの ニ ー ズ 内容 や 問 題 解決 の ス ペ ックの 不 明確 さに ・ しば しば 情 報処

理 部 門 は 戸惑 う こ とが あ るの で あ る。'

　 ユー ザ部 門 に と って必 要 な こ とは 、 コ ン ピ ュー タ専 門知 識 や 高 度 な 処理 技 術

を 習得 してEDPシ ス テ ム の 開発 ・設 計 に主 導 権 を 発揮 す る こ とでは な く、 ま

ず 、 自部 門 の 業 務 に つ いて の 的確 な ニー ズ 分析(問 題 発 見)、 ニ ー ズ 内容 の 明

確 化(問 題 形 成)、 シス テ ムの方 向づ け(問 題 解 決)を 明 らか にす る こ とで あ

る。 そ の よ うな ア プ ローチ を 「実体 シス テ ムの シス テ ム化 」 と呼 び、 ユ ー ザ ・

オ リエ ンテ ィ ソ ドつ ま リユ ー ザ部 門主 導 の シ ス テ ム開発 に欠 い て は な らな い こ

とで あ る。

　 ユ ー ザ部 門 の意 識 変 革 は 、　 「システ ム化 」 につ い て理 解 しそ れ を 自部 門 の 役

割 りで あ る と 自覚す る こ とに は じま るわ け で あ るが 、従 来は コン ピ ュー タ化 と

シス テ ム化 は 同 義 で ある と混 同 して 考 え られ て きた。 コ ン ピュー タ化 す る こ と

は シス テ ム化 で あ る とい う混 同 と誤 解 は 、 業務 の実 体 につ い ての シス テ ム化 が

コン ピュー タ化 に 先 行 す る 重 要 な シス テ ム.開発 の必 要 ス テ ップで ある とい う認

識 を欠 如 させ 、 情 報 処 理 部 門 に依 存 しす ぎ る顧 客意 識 を ユー ザ 部 門 に醸 成 す る

ことともなったのであ る。 この ことに は、 シ ス テ ム化 と コ ン ピ ュー タ化 につ い て

的確 な 理 解 を持 たず 、 両 部 門 の役 割 分担 を 明確 化 しな か った情 報 処 理 部 門 に も

責 任 の あ る こ とで あ る。

　 実体 シス テ ム とい う表 現 とそ の概 念 は、 ま だ 不遍 的 で は な いが す で に筆 者 が

造語 して10年 に な るた め、 情 報 処 理 分 野 で は 次第 に一 般 化 して きた。 そ れ は 、

業務 シス テ ムの こ とで あ り、 ま た各 業 務 シス テ ムを包 含 す る トー タル ・シス テ

ム と して の組 織 体 、 例 え ば 企 業 シス テ ム、・大 学 シス テ ム等 を も指す シス テ ム概

念 で あ うて、 組 織 目的の 達 成 を全 体 的 あ るい は 部 分 的 に、 また 直 接 的 あ るい は

間 接 的 に果 たそ うとす る シ ス テ ムの こ とで あ る。 実体 シス テ ムの 存 在 とそ れへ

の貢 献 を 志 向 して情 報 シス テ ム、EDPシ ス テ ムは 開 発 ・設 計 され るわ け で あ

る。 企 業 にお け る収 益、 利 潤 を生 み 出す の は実 体 シス テ ムで あ って、 問 題 解 決

の対 象課 題 もシス テ ム開 発 の 必 要性 、 情報 ニー ズ な ど もす べ て実 体 シス テ ムに
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内在 す るわ け で あ る。 シス テ ム化 の 重 点 は 実体 シ ス テ ムで あ る し、 そ の改 善、

再 設計 の 責 任 と主 体 性 が ユ ーザ 部 門 に ある こ とは 、 実 体 シス テ ムの 概 念 を理解

す る こ とに よって認 識 され る こ とに な る。 つ ま り、 実 体 シス テ ムは ユ ー ザ部 門

の 業務 の し くみ そ の もの で あ るか ら、そ れ の シス テ ム化 は コン ピ ュー タ化 の 前

に取 り組 む べ きユ ー ザ部 門 自体 の 仕事 で あ って、 技術 的 なEDPシ ス テ ムの詳

細設 計 な どは情 報 処 理 部 門 に 依 存 せ ざ るを得 ない が、 実体 システ ムの 設 計 につ

い ては ユ ーザ 部 門が 責 任 と主 体性 を もつべ き だ とい う論理 が 、 実 体 シ ステ ム と

い う概 念 を導入 す る こ とに よって 明 確 な もの とな って くる。

　 実 体 シ ステ ム と情 報 シ ステ ム、EDPシ ス テ ム との 関係 、 そ れ らの 諸 シス テ

ム とシ ス テ ム化 につ い て の概 念 な どは 、最 終 章 にお い て再 度 詳 細 に ふ れ る こ と

にす るが 、 こ こでは 、 ユ ーザ 部 門 の 顧 客意 識 の 脱 皮 と、 コン ピ ュー タ化 に 際 し

て、 そ の 前 提、 前 段 階 と して の 実 体 シス テ ムの シス テ ム化 の 重要 性 と必要 性 を

強 調 した の で あ る。

、

　 1.5　 ユー ザ 部 門 教 育 の 再 考

　 わ が 国 の産 業 界は 等 し くど こ も企 業 内教 育 に は熱 心 で、 素 晴 ら しい従 業 員 教

育 の 体 系化 とそ の実 施 に熱 意 を もつ 企 業 が 多 い。 わが 国 の産 業 界 が 高水 準 の 経

営 力、 技 術 力に よ って経 済 大 国 と しての地 歩 を築 い た こ との一 因 に、 企 業 内教

育 の成 果 を挙げ る こ とが で きるの で あ る。

　 コン ピ ュー タ教 育 につ い て も同 様 で あっ て、 階 層 別 、機 能 別 に 体 系 化 され た

教 育 が 企 業 内教 育 の一 環 に 組 み 込 ま れ 、全 社 的 、継 続 的 に実 施 さ れ て きた。 経

営 トップを 対 象 とす る教 育 が 企 画 され 、 ユ ー ザ部 門教 育 につ い て も全 社 的 に浸

透 す るま で繰 り返 し実 施す る とい う実 績 を もつ 企業 も多 い。

　 何 ご とに よ らず 、 新 ら しい 制度 や 新 技 術 の 導 入 に あ た って は 、教 育 を先 行 さ

せ る こ とが成 功 の条 件 で あ って、 そ の点 、 わ が 国 の産 業 界 は ユ ー ザ教 育 に よっ

て コ ン ピュー タ化 の 推進 と定着 化 を成 功 さ せ て きた わけ で ある。

　 ユ ー ザ 部門 に 対 す る コ ン ピュー タ教 育 は 、そ の初 期 毅 階 は従 業 員 全 般 に を対

、

、
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象 とす るPR、 啓 蒙 教 育が 中 心 で あ った が 、　 EDPシ ス テムの 普 及拡 大 に 伴k

って、 充 実 した コ ン ピ ュー タ教 育 が 徹底 して 実 施 さ れ る よ うに な った。

　 そ の教 育 効 果 は 高 く評 価 され るべ きで あ るが 、 コン ピュー タ教 育 が 従 業 員 一

般 に対 す る単 な る 教 養 横座 に と どま らず 、業 務 に直 接 的 に貢 献 す る教 育 で あ る

べ き とす る反 省 も 出は じめ、 多額 の 教 育投 資 と貴 重 な就 業 時間 を割 い て 行 わ れ

る企 業 内 教 育 で あ るか ら、 そ の 狙い 目的 や教 育 内容 の 見直 しを検 討 す る企 業 も

増 え る こ とに な った。

　 企 業 内教 育 は 、 そ れぞ れ の 企業 ご とに 特 色 が なけ れ ば な らない が、 共 通 して

要 求 され る こ とは 、 実 践 的 で あ り、 企 業 の 経 営 重 点 や 施策 の 方 向 に一 致 し、 直

接 ・間 接 に企 業 成 果 の 向上 に貢 献す る もの で なけ れ ば な らぬ こ とで ある。

　 コノ ピ ュ一 夕教 育 につ い て も、 そ の線 に滑 って 、 導 入期 、 普 及 拡 大期 、 安 定

活 用期 のそ れ ぞ れ で、 教 育 目的 、教 育 内容 、 教 育 方 法 も変化 し、'進展 して きた

とい え る。 と ころ で、 最 も大 きな教 育 目的 の変 革 は 、 経 営情 報 化 の 発 展 第 四期

で ある 反 省 期 ・本 格 活 用 模 索期 を迎 え て の抜 本 的 な見 直 しにつ い て で あ った。

そ こで の 問 題 は、 ユ ー ザ ・オ リエ ンテ ィ ッ ドとは如 何 な る こ とを指 す の か?、

ユー ザ 部 門 主 導 の シ ステ ム化 とは何 か?、 そ の場 合 の ユー ザ部 門 の 役 割 分担 や

要 求 さ れ る知 識 、 能 力な どは どの よ うな ものか?、 な どで あ った。

　 そ の 時 期 、 コ ン ピュー タ教 育 にか わ って シス テ ム教 育 の必 要 性 が強 調 され 、

そ の 実 施 が 試 み られ た。 つ ま り、　 「What　 is　 the　 Computer?」 か ら 「How

to　 use　 the　 Computer?」 の教 育 を経 て 「What　 is　 the　 systems?」

の 教 育 が 試 行 さ れ る 段階 へ と移 行 して きた の で ある。

　 シス テ ム教 育 は 、 そ の性 格 か ら最 初 は 観 念 的 、講 演 会 風 の もの と して 始 め ら

れ た が 、 次 第 に 実 践 的 で、 コ ン ピ ュー タ化 の 前 提 と して の業務 シス テ ムの 見 直

し、 シ ス テ ム的 な問 題解 決 に 役立 つ 教 育へ と方 向づ け られ 、 「シス テ ム化 教 育」

を志 向 す る こ とに な った。

　 シス テ ム化 とい う表 現 は 、 常 識 的、 一般 的 な用語 で あるが 、 こ こで の 概 念 は 、

「企 業 の 持 て る有 形 、無 形 の 資 源 を さ らに 有 効 に活 用 す るた め の シス テ ム ズ ・
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ア プ ロー チ」 を基 礎 と し、 具 体 的 には 「解 決 す べ き問 題 、課 題 を シス テ ム的に

把 握 、解 析 し、 そ の 解決 を シス テ ム と して 形 成す る方 法 論」 で あ る。 シス テ ム

化 の 手順 や手 法 に つ い て は、 それ ぞ れ 企 業 ご とに適合 した もの が 形 成 さ れ るべ

きで あ るが、 す くな くと も、　 「実 体 シス テ ムの設 計 」 → 「情 報 シ ス テ ムの設 計 」

→ 「EDPシ ス テ ムの設 計 」 とい うス テ ップを踏 ん で 手 順化 され る こ とが必 要

で あ る。 なぜ な らば 、 シス テ ム化 の重 要 性 は、 ユ ー ザ部 門つ ま り業 務 部 門 の実

体 シ ス テ ムの見 直 し、 再設 計 を起 点 と し重 点 とす る こ とが 中心 思 想 で あ る か ら

で あ る。 ユ ーザ 部 門教 育 に シ ステ ム化 教 育 を 導入 す る こ との 必 要 性 もそ こに あ

る。

　 そ こで、 シス テ ム化 教 育 の 体 系 の一 環 に コ ン ピュー タ教 育 は組 み 込 ま れ 、位

置 づ け され る こ とに な り、 シ ス テ ム化 とコ ン ピュー タ化 の関 係 も明 確 に な る し、

ユ ー ザ 部 門が 自覚す べ き役 割 意 識 や 具 備 す べ き シス テ ム化 能 力 も明 らか な もの

とな るは ず で ある。

、

、

、
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2.企 業経 営 者 の 立 場 か らの不 満 ・危惧 ・期 待

日　 本　郵　船　 (株)

　情報 システ ム室長 鈴 木 秀 郎

　は じ め に

　 振b返 って み れば 、1967年 頃 、経 営 者.の期 待 を担 ってMISが わ が 国 に

華 々 し く登場 して きたo

　 この 経 営 情報 シス テ ム も、 当 時 大変 な ブ ー ムを引 き起 したが 、 い たず らに言

葉 だ けが 独 り歩 き して 、 企業 経 営 の 意 思決 定 に何 ら役 に立 た ない まS、 次 第 に

そ の姿 を 消 してい って しま った。

　 しか し、最 近 に至 って、 比 較 的 多 くの 企業 に お い て、 この虚 像 と言 わ れ て き

たMISが 、 これま での考 え方 とは 異 な った形 で は あ るが 、 は っ き りと した実

像 と して 姿 を現 わ しは じめ て きてい るo

　 ま た 、 企 業 情報 シス テ ムが 、 企業 の 戦 力化 に役立 ちは じめ て きた こ とな どか

ら、1980年 代 に入 るや 、 多 くの トップ経 営 者 と言 われ る人達 が 、 コ ン ピュ

ー タを 中心 とす る 企業 情報 シ ス テ ム作 りに意 欲 を もち は じめ て きた こ とは 、 確

か な事 実 で あ る。

　 た とえば 、1980年9月22日 号 の 日経 ビ ジネ スの 記事 に見 る如 く、 わ が

国 の代 表 的企 業32社 の ト ップ全 員 が、 「今後 、 企 業 情報 シス テ ムの 拡 充 に、

さ らに資金 や人 材 を注 ぎ込 ん で い く」 との見 解 を示 してい る。

　 そ の反 面、DP部 門 に対 して、 少 なか らず の不 満 と危 惧 を抱 い てい る経 営 者

が 少 くない こ と も確 か な事実 で あ る。

　 だ が 、 い ず れ にせ よ、効 果 的 な企業 情報 システ ム作 りこそ が 、 企業 が80年

代 を生 き抜 くた めの 不可 欠 の要 素 で あ る こ とを認 識 して お り、 新 しい 、 活 力 あ

るDP部 門 の確 立 を期待 してい る。
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2.1　 企 業 環 境 と情 報 シ ステ ム

　 1970年 代 後半 に 至 るま で の企 業経 営 は 、 トップの 有 能 で、且 つ 確 固 た る

経 営理 念 に よって維 持 され、 発 展 して きた と言 え よ う。

　 しか しなが ら、 今後 の環 境変 化 速 度 の加 速 化 時 代 に おい て、 企業 が そ の変 化

に的確 に対 応 す るた め には 、 そ れぞ れ が独 自の方 法 で、.シ ス テ ム的 に意思 決 定

をお こな う必 要 が生 じて きた。 た と えば つ ぎの よ うな こ とが必 要 で あ る。

① 減 量 経 営 、 攻 めの経 営 な どの計 画設 定 に際 して 、要 員 、 資 金 、技 術 、原 料 、

　 製 品等 の有 限 性 資 源 を、環 境変 化K対 応 させ なが ら、 最 適 な形 で組 み 合 わ せ

　 る選 択 経 営 計 画 の シ ス テ ム構 築 を、 そ れぞ れ の 企業 の体 質 に応 じて作 成 す る

　 こ とが 必要 とな る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

② 国 際通 貨 の 乱高 下 現 象 も、 そ の際 に発 生 す る リス クを極 小 化 す る た め の シ

　 ステ ムを 、 そ れぞ れ の 企業 が 独 自に作 成 し、 こ れ を通 常 の状 態 と して定 着 さ

　 せ る方 向 で、 効 率 的 な シス テ ム構築 をは か る 必要 が あ る。

　 す なわ ち、1980年 代 に入 って、 企業 経 営 の方 向が 、 自社 の ニー ズ と条 件

に合 う自社 ・独 立 型 の 計 画 シ ス テ ム、 い わ ゆ る 自主 経営 の方 向 が強 く要 請 され

る よ うに な っ て きた。

　 そ こで 、 これ らの計 画 シス テ ム構 築 の 中 で、 コ ン ピュ ー タ を中 心 と した情 報

処 理機 能 が 、 どれ程 ま で に対 応 で き るか は 、 そ れ らに応 え る だけ のDP部 門要

員 の努 力 に負 うと ころ が大 と なるで あ ろ う。

　 今後 は 、数 多 くの新 しい企 業 ニー ズ の充 足 の うえ でのDP部 門 の果 たす 役 割

は、 益 々大 き くな り、 そ の比 重 を増 して行 く もの と思 わ れ る。

　 つ ぎに 、80年 代 に要 請 され る企業 戦 力 化 の た め の6つ の ポ イ ン トとは 、

① 企業 情 報 シス テ ムが、 トップの意 思決 定 の サ ポ ー トに使 われ る こ とが 必要

　 で、 「攻 め の経 営 」 や 「需 要 の創 造 」 に よ り使 用 され るべ きで あ る。

② 顧客 管 理、 製 品開 発 な どに大 き く寄 与 す る た めの 使 い方 が必 要 とな る。

　 　 た とえ ば 、顧 客 サ ー ビス に より活 用 す る と か、 消費 者 の考 え方 や苦 情 な ど

　 を、 企 業情 報 シス テ ム に蓄 え て 、 新商 品 の 開 発 に利 用 す る な ど 「収益 向上 」
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　 に直接 役立 て る もの とす る。

③ 営 業 の 第一 線 で の 強 力 な ツー ル とな る よ うな、 効 果的 な使 い 方 が 必 要 で 、

　 DP部 門 と現 場 とが一 緒 に な って工 夫 をは か るべ きであ る。

　 　 ま た、 見 積 り、 契 約 、 資 材調 達 な どの プ ロ ジ ェク ト管理 に、、 情報 シス テ ム

　 が大 い に利 用 さ れ る時 代 とな るべ きだ。

④ コ ン ピュー タを利 用 す る人 間 本位 の シ ス テ ム開発 が、 これ ま で以 上 に 必要

　 とな る。

　 　 生 きた情報 シ ステ ムを 構築 す るた め に は、 使 う入 間本位 の シス テ ム開発 が

　 必要 で、DP部 門 と現 場 を融合 させ る こ と も重 要 で あ る し、 さ らには 、 情報

　 シス テ ム と人 とを な じませ るた め の教 育 も必要 で あ る。

⑤ これ ま で以 上 に、 コス ト意 識 の徹 底 化 を は か る べ きであ る。

⑥ あ らゆ る分 野 で、 企業 戦 略 面 で の活 用 が 進 み は じま るべ き で あ る。

　 以 上 の ご と く、 コ ン ピ ュー タ利 用 の 範 囲が 、 これ ま での業 務処 理 の合 理 化 、

効 率 化 な どの ほ か 、 い ろ い ろ な分 野 で進 展す る ことに なる で あ ろ うし、 自社 型

の 情報 シ ス テ ムの 構 築 は 、　 「最 少 の 費用 で、 最 大 の利 益 を」 とい う方 向 に結 び

つ い て く る 。

2.2　 経 営者 の不 満 と要 望 、 あ リ劣等 に つい て

　 (1)DP部 門 管理 者 に対 す る もの

　 80年 代 に入 っ て、 よ うや く トップや ミ ドル層 が 情報 処理 に な じみ 、 的 確 な

認 識 を もちは じめて きたが 、 それ に対 して、DP部 門管 理 者 の 中 に は 、 これ ら

の トップや ミ ドル層 の経 営 管 理 上 の要求 に応 え る ため の努 力 に不 足 してい る も

のが比 較 的 多 い。

　 この努 力 不 足 に関 して 、 多 くの 経 営 者 は、 次 の2点 を強 く指 摘 して い る。

　 　 (a)ゼ ネ ラル ・マネ ジ メ ン ト機 能 の 不足

　 最近 の 傾 向 と して、経 営 者 は 、DP部 門 に対 して、 これ ま で のDP部 門 の性

格 で あ った 省 力化 、効 率 化 か ら、 一 歩 進ん で、 経 営 管 理 の た め の機 能 を もつ こ
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とを 要求 してい る。

　 しか しなが ら、DP部 門管 理 者 の 中 には 、 これ ま で通 りに、

①DPマ ネ ジ メ ン ト

　 O　 適 用 業 務 開 発 に関 す る標 準 化 、 手続 の完 備

　 O　 デー タ管 理 の方 針 と方 策 の確 立

　 O　 要 員の 教 育、 育 成 計 画 の 作 成

　 O　 最 適 な開 発方 策 の選 定基 準 と体 制 の 確 立

② プ ・ ジェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン ト

O

O

O

O

O

プロジェク ト計 画の立案 と管理

必要 とす る資源、技術 、要員計画 などの策定

変更要求 の処理 手順の作成

リス ク評価 の手順 の作成

品質管 理

の2つ の 面 にの み努 力 を傾 注 し、 次 の ゼネ ラル ・マネ ジ メ ン ト機 能 の強 化 を怠

って きた傾 向 が 多 くみ られ る。

③ ゼ ネラル ・マ ネ ジメ ン ト

　 o　 企業 にお け るDP部 門 の 役割 の 明確 化

　 O　 長 期 情報 シ ステ ム計 画 の策 定

　 O　 適 用業 務 開 発 の優 先 順位 の決 定

　 O　 新 しい エ ン ド・ユご ザ 対 策 の確 立

　 す なわ ち、DP部 門 管 理 者 は 、 コ ン ピュー タ運営 管理 上 の知 識 と、経 営 全体

の方 向 に関 す る管 理 職 と して の能 力的 バ ラ ンス が 要求 さ れ る。

　 　 (b)　 コ ン ピュ ー タの使 い方 に対 す る研 究 の不 足

　 これは 、上 記 の ゼ ネ ラル ・マ ネ ジ メ ン ト機 能 の強 化 と併 行 して、DP部 門 の

機 能 を、 これ まで のDP部 門の 効 率追 求 か ら、 企業 全 体 の効 果追 求 へ と進 展 さ

せ るべ きで あ る とい う考 え方 で あ る。

　 効率 と効 果 の 問題 を考 え てみ る と、 コ ン ピ ュー タの 「動 か し方 」 の 向上 を意
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図 す る方 向 を 「効 率 」 と呼 び、 「使い 方 」 の 狙 う方 向 を 「効 果 」 と呼 ん で み る

と、 企業 経 営 上 、 コ ン ピュー タ利 用 は 、 この ど ち らの方 向 を狙 う ものか 、 利 用

す る前 に よ く考 え てみ る こ とが大 切 で あ る。

・企業 のDP部 門 に お け る コン ピュー タ利 用 は 、 これ ま では効 率 も効 果 も、 通

常 は 同 じ方 向 をむ い て い た もの と考 え られ が ちだ った が 、 よ く考 え てみ る と、

効 率が 上 って も、 効 果 が上 らぬ ことが案 外 多 い もの で あ る。

　 コ ン ピ ュー タの動 か し方 の効 率 は上 って も、 企業 全 体 の効 果 は ど うか とい う

視 点 が、 最 も大 事 な こ とで あ る。

　 コ ン ピュー タ利 用 は 、 あ くま で も、経 営 上 の 目的 を解 決 で きる か ど うか と い

うニ ーズ を大 前 提 に して考 え て い くべ きで あ る。

　 DP部 門 管 理 者は 、 自分 の 部 門 だけ の効 率追 求 よ り も、 企業 全体 の効 果 は ど

うか の視 点 を もつ べ きで 、 今後 は 、 コ ン ピ ュー タの 「使 い方 」 で勝 負 す る時 代

と な る こ とを肝 に命 じなけ れ ば な らな い。

　 (2)経 営 者 とDP部 門 管 理 者 の あ り方 につ い て

　 80年 代 は 、 これ ま での 効 率 第一 主義 か ら、 効 果 重 点 の方 向 となb、 経 営 者

が最 も関 心 を抱 く よ うな企 業 の 戦 略上 の問題 と、 密 接 に関連 す る と ころ の 「コ

ン ピュー タの 使 い 方 」 の時 代 とな る。

　 と くに、 これ ま で の わが 国 の 情 報化 は 、 き わめ て技 術 オ リエ ンテ ィ ッ ドに進

め られ て きた け れ ど も、 今後 は これ に加 え 、 ニー ズ ・オ リエ ンテ ィ ッ ドに い わ

ゆ る 目的 解 決 型 に進 め なけ れば な らない。

　 そ の た め、 企業 に お け る情 報 処 理 は、 これ まで の メー カ主導 型 の画 一 的 な進

み方 は 次第 に そ の 姿 を 消 して行 き、 ユー ザ主 導 型 の方 向 にそ って、Value(価

値)あ る仕 事 の シス テ ム化 を求 め て、 そ れぞ れ の 企業 独 自の主 体 的 な工 夫 に よ

って、着 実 で地 道 な 進 み方 に なっ て くるで あろ う。

　 す なわ ち、 企業 には 、利 益 を生 み 出 し、か つ コ ン ピ ュー タ利 用 に適 した応 用

業務 が 、 常 にか な らず い くつ か存 在 す るは ず で、 この応 用業 務 は 先 に も述 べ た

如 く、'経営 者 が最 も関 心 を抱 くよ うな問題 と密 接 に関 連 す る もの で あ る。
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　 このValueの 選 択 に あ た って、 これ ま では 、 トッ プ とDP部 門 管 理 者 との

コ ミュ ニケ ー シ ・ンの不 足 か ら、 必 らず し も適 切 な選 択 が お こ なわ れ なか った

よ うで あ る。

　 経 営 者は 、 企業 経営 の ニ ー ズ に対 応 した 情 報 シス テ ムの採 用 に、 不 勉 強 で あ ・

った こ とは確 か な事実 で あ った し、DP部 門 も、 コ ン ピュー タ技 術 に没 頭す る

傾 向 に あ った こと も確 か な こ とで あ る。

　 そ の結果 、 コン ピュー タは 単 純 な実 績 を把 握 す る よ う な処 理 だ け を分担 して

い る傾 向 が 多 くみ られ 、 デー タ処 理 が 、 マネ ジ メン トに 直接 役立 つ よ うな形 で

お こ なわ れ る こ とが 少 なか った。

　 この よ うな傾 向は 、経 営 者 か らDP部 門 を み た場 合 、

①DP部 門 か らの報 告 の多 くは 、 コ ン ピュー タを中心 と した技 術 の 進 展 や、

　 複 雑 な システ ムの構 築 な ど、専 門 的 な もの が多 く、企 業 自身の 経 営 に直結 し

　 た課 題 にふれ る こ とが少 なか った。

② 社 内 の各 部 門 が、 厳 しい経 営 環 境 に対 応 して い る と き、DP部 門 は特 殊 部

　 門 で あ るかの ご と くに 、独 自に振 舞 ってい る よ うに思 え る。

との ことで あ った。

　 しか し、 大 企 業 の経 営 者で 、 コン ピュー タ を中心 とす る情報 産 業 の 動 向 を勉

強 して い る人 は 、 これ ま で あ ま り見 受 け られ なか った とい う状 況 で もあ った。

　 経 営 者がDP部 門 に対 して、　 「戦 略 不 在」 、 「戦 略 意 識 の欠 如 」 を叱 る まえ

に、 自 らを まず 反省 す る ことが 必 要 で あろ う。

　 た だ し、 先進 的 な企 業 の経 営 者 の多 くは 、DP部 門 管 理 者 に対 して も、 他 の

重 要 な部 門 管 理 者 と同様 に、経 営 者 自 身が 、教 育者 と して の立 場 で い ろい ろ な

面 で教 育 をお こ な って きた。

　 そ の た め、 それ らの企 業 に おい ては 、DP部 門管 理 者 が、 経 営 者 の分 身 と し

て、 全社 的 ・長 期的 視 野 に 立 っ て、 そ の責 任 と機 能 を果 た して お り、 複 雑 な社

内事 情 の なか に あ って も戦 略 的 に行 動 し、DP部 門 の位 置づ け を企 業 内 で 高 め

つ つ あ る。
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　経 営 者 に とって 、社 員 教 育は 最 も重 要 な仕 事 で あ り、 まず 管 理 者 の一 人一 人

に 関心 を も って、教 育 者 と しての 立 場 で 、 そ の人 間 の潜 在 能 力 を 引 き出 してい

くとい うこ とが 、経 営 者 と して の大 き な任 務 で あ る。

　 そ れ には、 制 度 的 に管 理 者教 育 とか、 そ の他 い ろい ろ とあ るが 、大 事 な こ と

は 教 育 者 的 姿勢 を も って、 日頃 の 仕 事 を通 じて、部 下 の能 力 を 引 き出 し生 か し

てい くこ とが 必要 で あ る。

　 部 下 の能 力 開 発 に関 心 を もち、 そ れぞ れ の場 所 に配 置 し、 い ろ い ろ な側 面 か

ら光 を あて てみ て 、 その 能 力 を確 か め て み る。

　 そ の結 果 、 あ る と ころ で、燦 然 と光 を 放 つ場 所 が み え て く る もの で、 そ こで

そ の長 所 を伸 ばす配 置 をす る こ とが重 要 で あ る。

　 そ れ が 、そ の人 間 を生 かす 一 つ の道 で あ り、 ま た会 社 に と っ て も、 大 き なプ

ラス に な る こ とは言 うまで もな い。

　 DP部 門 管理 者 に対 して も、 全 く同 じ考 え方 で 養成 す べ き であ ろ う。

(3)特 殊 部 門 か らの脱 皮

　 80年 代 に おい て は、DP部 門 は 、 もは や企 業組 織 の 中 で、 特 殊 な グ ル ー プ

で あ って は な らない。

　 80年 代 の 中頃 よ り、 トップ の意 思 決 定 の 際の 材 料 の80パ ー セ ン ト以 上 が 、

なん らか の形 で コ ン ピュー タを介 した外 部 情報 に なるだ ろ うと言 わ れ て い る。

　 そ の場 合、 わが 国 の 企業 のDP部 門 は、 これ ま でや や もす る と特 殊 部 門 の よ

うにみ られ が ちだ った が、 今後 は最 も重要 な経 営 戦 略 ス タ ッフ部 門 の ひ とつ に

な るた め 、特 殊 部門 的 な性格 か ら脱 皮 す る こ とが先 決 問 題 で あ る。

　 そ こで 、経 営 者がDP部 門 に 望 む こ とは、

①DP部 門 とエ ン ド ・ユー ザの コ ミュ ニケ ー シ ・ン ・ギ ャ ップ の解 消 が 必要

　 で、 そ のた め、 人 事 面 での交 流 を よ り一 層 進 め る こ とが急 務 と なる。

②DP部 門 の要 員 が 、 ス タ ッフ思 考 と ライ ン思考 の両 面 を もつ こと が必 要 で

　 あ る。 ス タ ッフの 陥 りが ち な技 術 偏 向 を、 競 争原 理 に た った ゼ ネ ラル ・マ ネ
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　 ジ メン ト指 向 へ 切 り替 え る こ とが望 ま しい。

③DP部 門 の要 員 は 、 そ れぞ れ の対 象業 務va対 して 、幅 広 い バ ック グ ラ ウ ン

　 ドに支 え られ た知 識 と技 術 を もつ こ とが 大 事 で あ る。 これ を欠い た 専 門技 術

　 者は早 期 に陳 腐 化 す る で あ ろ う。

④ 最 も重 要 な こ とは、 経 営 者 もDP部 門 要 員 も、 情 報 管 理 は経 営 の基 本 戦略

　 の ひ とつ で あ る こ と を考 え るべ きであ る。

　 まず 、経 営 者 自身 が 、DP部 門機 能 を重 視 し、 同 時 に、DP部 門要 員 も、 そ

れ らに応 え るだ け の努 力 をす る ことが肝 要 で あ る。

、

　 (4)要 員 管 理 上 の問題

　経 営 者 がDP部 門管 理 者 な らび に要 員 に望 む こ とは 、DP部 門 は職 人 をつ く

るの で は な く、 企 業 の 中 で つ ぶ しの き く人 間 をつ くる と ころ で な くては い け な

いo

　 そ の た め、 これ か らのDP部 門管 理 者 は、 要 員 の た め に、 い か に明 るい 展 望

をつ く ってい くか を常 に考 え ていか ねば な らない。

　 そ の展 望 は 、 あ くま で も、DP部 門 が 企業 に どれ だ け貢 献 で きるか とい う発

想 の 中か ら生 ま れ て くる もの であ る。

　 　 (a)専 門 家 集 団 に な らぬ こ と

　 最近 の テ ク ノ ロ ジー の進 歩 と、 そ れ に と も な うコ ン ピ ュー タ利 用 のひ ろ が り

が 、DP部 門の特 殊性 を 次第 に薄 めつ つ あ る。

　 プ ログ ラマ な どの専 門 職能 は 、い つ れ は通 常 の一 般 業務 の なか で 消化 され る

で あろ う。

　 そ の結 果 、DP部 門 の役 割 は、 これ ま で の 「い か に効 率 的 な シス テ ム をつ く

り、 維持 して い くか 」 とい うこ とか ら、 「企業 戦 略 に どれ ほ ど貢献 で きる シス

テ ムを つ くるか 」 とい う方 向 に変 わ りつ つ ある。

　 この よ うな方 向 に あ るた め 、DP部 門要 員 は、 単 に 「シス テ ム をつ くる こ と

に努 力 を傾 注 した」 とい う技 術 中心 か ら、 よ り一 歩 進 ん で、 企業 活 動 に も精 通

、
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した新 しい タイ プの 要 員 が 望 まれ てい る。

　 これ ま で、 企 業 に よっ ては 、 技 術 を重 視 し、要 員 に対 して高 い専 門性 を要求

し てい たDP部 門 管 理 者 も少 なか らず み られ た。

　 この よ うな管 理 者は 、 自 ら もテ ク ノ ロジー に 強 く、要 員 と共 に 、効 率 的 なシ

ス テ ムづ く りに努 力 を集 中 してい た。

　 この傾 向 は、 先 に 「効 率 」 と 「効 果 」 の問題 で述 べ た ご と く、 企業 全体 か ら

み た場 合 、 い ろ い ろ と欠 点 が ある。 ま た、技 術 革新 の進 展 や低 成 長 、 中 高年 問

題 な ど とい った昨 今 の 企業 環 境 か ら考 え る と1単 に専 門 性 の み を重視 す る こ と

は、DP部 門 要 員 の 企業 の 中 に お け る将 来性 を逆 に閉 じる こ とに な る。

　 DP部 門 は 、 専 門性 は 必 要 では あ るが、 専 門 家集 団 に な る ことは将 来 に と っ

て もマ イ ナ ス に なるの では ないか とい う声 が、 経営 者 の 間で 次 第 に強 くな って

きた。

　 　 (b)仕 事 の 成 就 と生 きが い

　 経 営 者か ら望 む 要 員 の心 が ま え とは 、仕 事 を成 就 す る こ との大 切 さ で あ る。

　 問題 が発 生 した場 合 、 そ れ に対 して ど うい う戦 略 を立 て 、 ど うい うア プ ロー

チや手 段 で解 決 す るか 、 とい うこ とをま ず考 え 、 自分 な りの最 大 限 の努 力 を は

ら うことが大 事 で あ る。

　 そ して 、そ の仕 事 が 自分 の思 う通 りに 出来 上 った と きに、仕 事 を成 し遂 げ た

とい う満 足 感 、 充足 感 が湧 い て くる。 そ れ こそ が、 要 員 の 生 きが いに通 ず る も

の で あ る。

　 DP部 門 内 や そ れ に 関 連す る部 門 の各 ポ ジシ ・ンで、 そ れ な りの 努 力 を 積ん

だ人 が 、 仕 事 の成 就 の 過程 を本 当 に身 につ い た ア ビ リテ ィ と して生 か して い く。

　 そ れが 、 また 次 の ス テ ッ プ で判 断 力 と な り、 戦 略 を立 て る上 で の プラス に な

っ て くる。

　 それ は、 む しろ、 企 業 の た め に やる とい うの で は な くて、 本 人 の た め な の で

あ り、 それ が 自信 とな り力 とな る。

　 そ の よう な生 活、経 験 を積 み 重 ね る こ とに よ って、人 生 を振 りか え る最 期 の
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時 には 、 内容 の充 実 した一 生 を送 った とい う満 足 感 、 感慨 を抱 くこ とが で きる。

　 「あ なた た ち が、 企業 に と って重 要 な コ ン ピュ・一夕関係 業 務 をつ ぎつ ぎ と成

就 し、 満足 感 を も って 自分 の一 生 を終 え られ る とい うこ とは、 非 常 に貴 重 な こ

とで あ り、 そ うい った 気 持 に なれ る よ う自分 をみ が きな さい」 とい うことで あ

るo

　 そ れは 、 「企業 の た め に働 け」 とい うの で は な く、 「自分 の た め に働 け 」 と

い う こ と な の で あ る 。

2.5　 経 営 者か らの要 求 と 期待

　 (1)　 トップか らの3つ の要 求

　 経 営 トップか らDP部 門へ の要 求 は 、主 な もの は 次 の3つ に な る。

　　 (a)　 コ ン ピュー タ利 用 の長 期 計 画 策 定

　 この計 画 策 定 にあ た り、 トップか らDP部 門 に望 む こ とは、 次 の よ うな もの

で あ る。

　 企業 の 情 報処 理 は 、80年 代 に入 り、 急速 に変 貌 して きて お り、 自主型 、 自

社 型 の シス テ ム構 築 の 時 代 と な って きた。

　 そ のた め 、DP部 門 と して は、 積 極 的 に トップ な らび に エン ド ・ユー ザ に接

触 す べ きで あ り、 コ ミュニ ケ ー シ ョン ・ギ ャ ップの解 消 が必 要 で あ る。

　 両 者 に対 し ては 、現 状 と計 画 とを詳 し く説 明 す る こ とが必 要 で 、 と くに、 今

後 ど うい う方 向 に行 くべ きか につ い て、 明確 に示 す べ きで あ る。

　 そ の上 で改 め て、 トッ プ な らび に エ ン ド ・ユ ー ザ か らの意 見 、 ニ ー ズ を聞 く

べ きだ。 両 者 と もに
.・ コ ン ピュー タ関係 の知 識は 極 め て弱 い た め 、 あ らか じめ、

コ ン ピュー タ利 用 と業 務 との かか わ りにおい て、 簡 潔 、 明 確 に 説 明 して お くこ

とが大 切 で あ る。

　 そ の場 合 、 きわめ て平 易 な表現 で 、相 手 に わか る言 葉 を使 い、 相 手 の立 場 に

立 って物 事 を説 明 す る こ とが大 切 で、 な るべ く実 例 に よっ て、現 実 的 な説 明 を

なす べ きで あ る。

、
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　　 (b)　 トップの 意 思決 定 に役 立?情 報 提供 の拡 大

　 80年 代 に入 っ て、経 営 上 の意 思決 定 を 支 援 す る 情報 システ ムが 、 よ うや く

実 用 段 階 に入 って きた。

　 た とえ ば 、A海 運 会 社 で は、 設 備投 資 の 決 定 に フル に利 用 し、　B銀 行 は 融 資

審 査 の 有 力 な武 器 に してい る。C写 真 フ イル ム会 社 、　D重 工 業会 社 で は、経 営

計 画 策 定 に活 用 して い る。

　 この 場 合 、 社外 情 報 の効 果 的 運 用 が、最 も重 要 な決 め手 とな って い る。

　 今後 の企 業 経 営 は 、 意 思決 定 に有 用 な情報 の 、 効 率 的 な収 集 と加 工 ・処 理 が

重 要 で 、そ の巧 拙 が 、 企 業 の経 営 格 差 に大 き く影 響 を与 える で あ ろ うと言 わ れ

てい るo

　 この ため、経営 者は 、外部 情報の組織的収集 を重 要視 してお り、情報 の蓄積 、

加工 、 処 理 を含 め て 、DP部 門 が これ ま での 「情 報運 用 ・管 理部 門 」 よ りさ ら

に一 歩 進 ん で 、　 「意 思 決 定 参 画 ・推進 部 門 を含 め た 総 合的 活動 を お こ な う部 門」

とな る こ と を望 む傾 向 が 多 くな っ て きてい る。

　 そ の た め 、DP部 門 と して は、外 部 情報 の入 手 と、 そ れ らの 情報 を 蓄 積 し、

かつ 十 分活 用 で き る情 報処 理の 仕組 み が必 要 と な っ て きた。

　 プ ラ ンニ ン グ の前 提 と な る外 部 情報 の大 部分 は、 内外 の政 府 機 関 やそ の関 連

機 関 が持 って お り、 企業 が そ の情 報 、 デ ー タを効果 的 に使 用 で き得 る よ.う、,工

夫 と努 力 が 必要 で あ る。

　 ま た 、 デ ー タベ ー ス は 、 日常業 務 の効 率 化 、 省 力 化 より も、 情 勢 分 析 の 迅速

化 の た め の ソー ル とな る こ とが重 要 で、 迅 速 な意 思 決 定の 基礎 とな るべ きで あ

る。

　 要 す る に、 氾 濫 す る外 部 情報 を、 い か に効率 的 に 選択 し、 自社 の経 営 判 断 に

役 立 つ よ う加 工 、 処 理 す るか が、 経営 力 の決 め 手 と なって きた の で あ る。

　　 (e)経 費 の 節 減

　 コ ン ピュー タ関係経 費 の 支 出、 投 資 につ い て は 、 最終 的 には経 営 へ の 貢 献 と

して結 実 せ ね ば な らない。
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　 しか し、 コス ト意 識 の徹 底 化 をは か る こ とは 必要 で、 た とえ ば、古 い機 器 の

有効 利 用 をは か る とか 、 外 部 の計 算 セ ン ター の効果 的 活用 とか 、 自社 の管 理体

制 や組 織 に も っ と も適 合 した シ ス テ ムづ く りを す る ことに よ って、 よ り一 層 の

経 費 の節 減 に努 め るべ きで あ る。

　 (2)期 待 さ れ る人 間像 ・

　 経 営 者か ら、DP部 門 管 理 者 と して期 待 さ れ る人 間 像 とは、 次 の よ うな こ と

で あ る。

① 信 頼 感 が もて る こ と

② 当 た りま えの 事 が、 当た りまえ に で きる こと

③ 問 題 に対 して 、本 質 を見 抜 く能 力 を も って吟 る こと

④ 自 ら主 体 的 に行 動 で きる こと

⑤ 変 化対 応 能 力 を も ってい る こ と

⑥ 仕 事 に対 して、 「情熱 」 の あ る人

　 つ ぎに、DP部 門 全体 と しては 、 つ ぎの よ うな ことで あ る

① 集 団 と して のチ ー ム内和 合

② 　少 数精 鋭

③ マ ネ ジ メ ン ト ・セ ンス、

④ 特 定 の業 務 に対 して、 そ れ ぞ れ に強 い人 が い る こと

⑤ 　信頼 感

　 ま た、DP部 門 管理 者 が、 そ の 企 業 の 中 に あ って、 い か に秀 れ た コ ミュ ニ ケ

ー シ ョン機 能 を果 た して行 くか 、 とい う こと を期待 して い る。

　 そ の た め 、DP部 門 管理 者 は 、 自分 の専 門 外 の分 野 の人 々 との ア イ デ ア交 流

に努 め る こ とが 必 要 で あ る。

　 ビ ジネ ス の世 界 では、 だれ もが コ ン ピュー タに大 きな関 心 を も ってい るが 、

同時 に 、 コン ピュー タに 引 きず りま わ され る結果 に な る こ とを極 度 に恐 れ 、警

戒 して い る人 達 が 多 い こ とを認 識 す べ き で あ る。

含

⑱
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　 そ こで、 で きるだ け外 部 の人 達 との積 極 的 な交 流接 触 をは か って行 く よ うな

努 力 を しなけ れ ば な らない が、DP部 門 や コ ン ピュー タ関 連 部 門 だけ に通 用す

る よ うな、特 殊 の専 門用 語 を絶 対 に使 わ ない よ う注 意 し なけれ ば な らない。

　最 後 に、 一 般 的 な傾 向 と しては、

　 「コ ン ピュー タが 企業 の 中 で認 め られ 、 定着 した とい っ て も、 そ れ は 日常業

務 処 理 の レベ ル の こ とで、 ま だ 、 これ が抜 け た ら企 業 活 動 そ の ものが 成 り立 た

ない、 とい う ところ ま で い ってい ない。 コ ン ピュー タ利 用 を、 も う一 段 高 い と

ころ で認 め て もら うに は 、DP部 門 内 に、 全社 的視 野 を もち、 シス テ ム思 考 能

力 もし っか りで きた 新 しい種 類 の人 材 が 次 々と育成 さ れて こ なけ れ ば な らな い。

ぺ

　 (3)　イ ノベ ー シ ョンの 創 出

　 DP部 門が 、 これ ま で につ ちか った コ ン ピ ュー タ利 用技 術 や 関連 技 術 に よ っ

て 、新 分 野 の 開拓 を お こな うこと を期 待 して い る経 営 者 が多 い。

　 戦略 情報 化時 代 をむ か え て 、DP部 門 は、 「時 代 とい う主人 」 を持 って い る

か らで あ る。

　 新 分 野 の 開拓 、 す な わ ち 「研 究 開 発 」 を期 待 して い るわけ で あ る。

　 これ をDP部 門 か らみ た場 合 、 一 般 的 にあ て@ま る問題 は 、80年 代 に お い

ては 、大 物 の技 術 開 発 は ない け れ ど も、 多様 な研究 開 発 が花 開 く時 代 では ない

か とい うこ とで あ る。

　 さま ざま な もの を組 み 合 わ せ る シス テ ム技 術 の時 代 ともい え る の では ないか

と思 わ れ る。

　 そ して 、80年 代 の 研 究 は、 三 菱総 研 の牧 野 副社長 の表 現 を借 りれ ば 、 「問

題 解 決 の方 向 とニー ズ とい う もの を 中心 と して、 高校 野 球 の よ うに単打 とパ ン

トで1点 ず つ取 る型 で 、9回 を終 了 してみ る と、 ホー ム ラン型 よ り も余 計 に点

を とって勝 つ 、 とい う仕 組 み」 とい うの が 、 多 くの 企 業 に あては ま る とい う感

じを受 け る。

　 た とえ ば 、E製 造 会 社 で は、80年 代 の技 術 開発 の 中 心課 題 として、超LSI
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を利 用 した エ レ ク トロ ニ ク ス と機 械 を組 み 合 わせ て 、 新 しい機 能 を も った製 品

を生 み 出す シ ステ ム化 、 複 合 化技 術 の研 究 をお こ な って い る。

　 これ ま での よ うな要 素 技 術 中心 の開 発 では な く、 マー ケ ッ ト中心 の 開発 へ 方

向 を変 え てい る。

　顧 客 あ っての 企業 で あ るか ら、 あ くまで客 先 の ニ ーズ 中心 に 、 問題 解 決 型 の

ア ブ ・一 チ をす る ことが 必 要 とな る。 本 当 の ニ ー ズ を的 確 に把 握 す る こ とは非

常 に難 か しい こ とで あ り、 聞 きに行 っ てわ か る とい うわけ に は い か ない潜 在 的

なニ ーズ を、 いか につ か ま え て ゆ くか とい うこと 自体 が、重要 な研究課題 となる。

　技 術 中心 か らマー ケ ッ ト中心 へ の変 換 、 ま た、 顧 客 の潜 在 的 な ニー ズ を明 確

に し、 問題 点 を解 決 して行 く こ とに よっ て、 企 業 収 益 を得 るわけ で あ る。 コン

ピュー タ利用 技 術 は、

　　 欲 望 一→ ニ ー ズ → 新 ビ ジネ ス の創 出

とい う方 向 で、 他 社 商 品 の 内容 分 析 とか、 消費 者の 考 え方 や苦 情 な どを、情 報

シ ス テ ムに蓄 え て、新 商 品 の 開発 に 直接 結 びつ い て 、　 「収 益 向上 」 に役 立 て る

もの とな る。

　 イノ ベー シ ョン とは 、 か って の よ う な一 発型 の大 物 とい った考 え方 が、 い ま

だに多 く残 っ てい るが 、80年 代 の イ ノ ペー シ ・ン とは 、 われ われ の ごく身近

な と ころか ら、 い ろ い ろ な手 段 で、 多様 な部 門 で の 革新 が進 め られ てい くとい

った型 に な る であ ろ う。

　 派 手 さ は ない が 、 得 られ る成 果 とい う もの は、 積 み上 げ られ て い って、 次第

に、立 派 で大 き な もの に な る と言 わ れ てい る。

　 と くに今後 は 、通 信 回 線 利 用 の 制 限緩 和 問題 、 料金 体 系 の見 直 し、 デ ー タベ

ー スの充 実 促進 等 か ら
、異 種 企業 間 に お け る系 列化 、 グ ルー プ化、 さ らには シ

ス テ ム化 とい う垂 直 的 な方 向 での 、 情 報 ネ ッ トワー ク形 成 に よ る相 互結 合 が盛

ん とな り、 企業 の 体 制 強 化 策 が さ らに進 め られ て行 く ことに な る。

　 有 力 な関連 企 業 が シス テ ム を介 して 結 び合 い 、　 「新 ビ ジネ スの 創 出 」、「イノ

ペ ー シ ・ンの創 出」 と、 新 しい時 代 の繁 栄 へ とむ か っ てい くことで あろ う。
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3.エ ン ド・ユ ー ザ の 立場 か らの 不満 と要 請

日　本　化　薬　㈱

　資金課長　　中　村　輝　夫

5.1　 デ ー タ バ ン クに つい て

　 情 報 は 活 用 され て 初 め て 情 報 とい え る。 単 に ス トック され て い る だ けで は、

ゴ ミの山 と異 る とこ ろは な い。

　 ス トア され た 情報 な リデ ー タ な りを、 目的 に応 じて 加工 し、 あ る いは 生 の ま

ま り出 す た めの デー タバ ン クが言 われ て久 しい。 刻 々発 生 す る デ ー タ を、.直 接

的 な 目的 に使 うだけ で な く、貴 重 な実 績 デ ー タ と して 多 目的 に 活 用 す るた め の

手 法 が デ ー タ ベー ス で あ り、 デ ー タバ ン ク で あろ う。

　 デ ー タの 記 緑 を と るに 際 し、 主 目的 とす る シス テ ム に必 要 十 分 な記 緑 とい う

立 場 か らだ け で な く、 他 の シス テ ム に も使 え る よ うに配 慮 し、 トー タル ・シス

テ ム と して最 も合 理 的 な デ ー タの定 義 な り記録 を 行 っ てい く、 こ こに デー タ ベ

ー ス の思 想 が ある。 か くして 記録 され た デー タ群 を デ ー タバ ン ク と称 し、 そ こ

か ら目的 に応 じて必 要 な デ ー タを取 り出 し、 加 工 処 理 す る こ とに な る。

　 デ ー タベ ー ス あ る いは デ ー タ バ ン クの思 想 は 、理 論 的 には 至極 簡 単 で あ る。

しか し現 実 の問題 と して、 そ れ が有 効 に活 か され てい るか とな る と疑 問 が 多い。

そ れ に は各 種 の原 因 が あ る で あ ろ う。

　 まず デ ー タ量 が老 大 に す ぎ、 あ らゆ る サ ブ シス テ ム に必要 十 分 な デ ー タ を提

供 す る デ ー タ バ ンク の実 現 は 不 可能 に近 い とい う こ と も あろ う。

　 あ る いは 、 デ ー タ利 用 は ひ と り定 型 的 な加工 処 理 を す るサ ブ シス テ ム だけ で

な く、 時 と して非 定 型 的 な意 思 決 定 の た め に利 用 され る こ とが あ る。 前 者 に関

す る デ ー タの規 定 は簡 単 だ が、 後 者 を想 定 して の規 定 は 大変 難 か しい。 これ を

も含 め たデ ー タバ ンク とな る と現 実 に ど う した らい い の か見 当 が つ か ない とい

一29一



っ た ことが あ ろ うo

　 さ らに は、 折 角 デ ー タは ス トック され て い る の に、必 要 な時 に 的確 に ア ウ ト

プ ッ トされ な い とい う こ と もあ ろ う。

　 オ ン ラ.イン ・リアル タ イ ム で、 しか もす で に加 工 お よび ア ウ トプ ッ トに関 す

る プ ログ ラ ムが 出来 上 って お り、 ユ ーザ側 に デ ィス プ レ イ装 置 が あ る場 合 は、

有 効 に デ ー タの 活用 が で き るが 、 未 だそ こ まで に至 って い ない企 業 が 多い 。 ハ

ー ドお よび ソ フ ト面 か らの制 約 だけ で な く　 コス ト面 か らの 制 約 も あるか らで

あ るo

　 以 上 デ ー タ ベー ス、 デ ー タ バ ンクの 思想 が現 実 的 には 生 か され に くい原 因 を

挙 げ たが 、 こ う した現 実 にお いて ど う対処 す べ きか を検 討 しなけ れ ば な らな い。

　 確 か に デー タベ ー ス、 デ ー タ バ ン ク の思 想 は す ぐれ てお り、 目下 の と ころ理

想 どお りには な って い な いが 、 将 来 の方 向 と して は正 しい考 え 方 で ある。 そ う

す れ ば、 各 種 の 制約 の あ る現 段 階 にお いて 、 そ の思 想 を生 か す に は ど うすれ ば

いいかを猴 的順 討す べきでぱ かろ うか。

　 単 に理 想 を追 い、 現 段 階 では 実 現 不 可能 な こ とを主 張 して も始 ま らな い。 逆

に だか ら とい って 、 デ ー タベ ー ス、 デ ー タ バ ン ク無 用 論 も将 来 性 に 欠 け る もの

で ある。

　 現 段 階 の ハー ド、 ソ フ,トを念 頭 に お き、将 来性 の あ る思 想 を現 段 階 で生 か す

には、 ど う した らい い の か を現 実 に即 して考 え るべ き で あ る。 近 時 、 マ イ コ ン、

パ ソ コンが エ ン ド・ユ ー ザの 間 で ブ ー ム を引 きお こ して い るが
、 この動 きが そ

れ を物 語 って い る よ うに思 う。 何 もか もとい うデ ー タ ベー スや デ ー タバ ンク で

は な く　 自か らの業 務 に密 着 した デ ー タベ ース、 デ ー タ バ ンク と、 そ れ を定 型

的 だ け では な く非 定 型 な処 理 も行 って 意思 決定 に役 立 て よ うとす る動 きの よ う

に思 え るの で ある。

　 しか し、 エ ン ド・ユ ー ザ にお け る この動 きは 注意 を要 す る。 末 端 の業 務 に密

着 した 生 きた情 報 処 理 と喜 ん でば か りは い られ な い。 企 業 に お け る情 報 シス テ

ム は、 集 団 に と って の神 経 組織 で あ る。 中枢 神経 と遊 離 した末 端 神 経 で は統 一

,
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あ る行 動 は と られ ない。

　 エ ン ド ・ユー ザ と して の各 職場 が 、DP部 門'と遊 離 した形 で パ ソコ ン、 マ イ

コ ン を勝 手 に 使 い始 め る と、 そ う した 危険 性 もは らん でい る。 あ ち こちの 職 場

で同 じデ ー タを ダ ブ リで記 撮 した りす る こ とは 、 それ こそ デ ー タ ベ ース や デ ー

タ バ ンク思 想 に反 す る こ とに な ろ う。

　 パ ソ コン、 マ イ コンを武 器 と した エ ン ド ・ユ ー ザ の動 きは、 従来DP部 門 が

エ ン ド ・ユ ー ザ の要 請 を十 分 果 して い ない こ とへ の挑 戦 と も思 え るが 、 パ ソコ

ン、 マ イコ ンの 発 達 は今 後 ます ます 進 む と思 え るの で、 そ れ をふ まえ て、 再 度

DP部 門 が企 業 全 体 の統 一 性 あ る情報 処理 は い か に あ るべ きか を考 え る とき で

あ る。

5.2　 デ シ ジ ョン ・サポ ー トに つい て

　 現 在 、 繰 り返 しの ある大 量 デ ーsは 、DP部 門 に お いて処 理 され てい る。 わ

け て も数値 情 報 はそ うで ある。

　 反 復 大 量 デ ー タは 、処 理 上単 純 だ と もい え るが、 企 業経 営 上重 要 な もの が 多

い。 売 上 デー タ、 材 料 費、 労 務 費 、 経 費 の デー タ、 債 権 、債 務 の デ ー タ な ど企

業 経 営 の 根幹 を なす デー タ で あ る。

　 そ れ らを加 工 した販 売 管 理 情報 、 在 庫管 理 情 報 、 原価 管 理 情 報 、 予 算 管 理 情

報 、 利 益 管理 情 報 、 資金 管 理 情報 、 資 産管 理 情 報 な ど管理 情 報 や、 資材 発 注 、

製 商 品 出荷、 製 造 指 図 な どオ ペ レー シ ョナル な情 報 もDP部 門 か ら提供 され て

い るo

　 言 葉 を換 え て い え ば、 現 在DP部 門 を除 い て企 業 経営 は成 り立 た な い とい う

こ とで あ る。 この よ うに企 業経 営 に深 く根 を 下 して い るDP部 門 で あ るが 、 残

念 な が ら、 そ れ は オ ペ レー シ ョナル な 面 と定 型 的 な管理 面 につ い て で あ って 、

非 定 型 の意 思 決 定 に 関 しては 未 だ しの感 を禁 じえ な い。

　 そ の 証左 と して、 トップ ・マ ネ ジ メ ン トか らの問 題 の提 起 や重 要事 項 に 関 す

る質 問 は、 社 内外 の デ ー タ を握 っ て い るDP部 門 に対 して では な く、 そ'2x以 外
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の各 部 門 に対 して 発 せ られ るの が実 態 で ある。

　 もち ろん研 究 、生 産 、 販 売 、人 事 、経 理 な ど各 部 門は 、各 分野 に関 す る専 門

知 識 を もって い るか ら、 トップ と しては重 要事 項 に つ い ての質 問 や 問 題 解決 案

作 成 の 適 任者 で あ り、 したが って、 そ こに対 して トップの 質 問 が発 せ られ る必

然 性 が あ ろ う。

　 しか し、 問題 に よって は、DP部 門 が最 適任 者 だ と思 われ る もの が あ るに も

か か わ らず、 現 実 に はDP部 門以 外 の 部 門 に トップが質 問 す る ケー スが 多い。

　 例 え ば、 企 業 の業 績 が ダ ウン した場 合 、 利益 増 減 分析 が必要 だが、 これ な ど

は あ らゆ る実 績 デー タが す で にDP部 門 に ス トック され てtob、 販 売 価格 要 因 、

販 売 数 量 要 因 、 セ ー ルス、 ミ ック ス、 材料 価格 要 因 、歩 留 要因 な ど諸 要 因 に 分

解 して、 業 績 ダ ウンの 原 因 を計数 的 に把握 す る こ とがDP部 門 に お い て最 も よ

く行 わ れ る筈 で あ る。

　 に もか か わ らず 、 トップがDP部 門 に質 問 を発 せ ず、 全 社的 な重 要 問 題 につ

い てDP部 門 に相 談 を も ちか け な いの は、 見 方 に よっては トップのEDPSに

つ い て の認 識 が足 りない と もいえ よ う。 しか し、 見方 に よって は、DP部 門 が

頼 りな い か ら トップ が相談 を もち かけ ない と もいえ よう。

　 コ ン ピュー タは 、 ひ と りDP部 門 の もの では な く、 企 業 経営 の用 具 と して活

用 しな けれ ば な らな い こ とを思 う とき、 理 由 が ど うあれ 、 最 も効率 よ くコ ン ピ

ュー タ が使 われ てい ない の は問 題 で あ る。

　 情 報 は企 業 経 営 に不 可欠 の もの で あ る こ と、 そ の情 報 の うち、 と くに数 値 化

され た情 報 の多 くをDP部 門 が 握 って い る こ とを認 識 し、　 DP部 門 自か ら企 業

経 営 に 関 す る意思 決定 の サ ポ ー トをす る よ う努 力 す べ き で あ る。

　 そ の た め には 、 ど うすれ ば よいか。 トップ ・マ ネ ジメ ン トか らお声 が かか る

'の を座 して待
って い た の で は駄 目で あ ろ う。 さ り とて、 開 き直 って、 い か な る

形 で デ シ ジ ョ ン ・サ ポー トをす べ き か とか 、 どん な情 報 が 必要 か とか、 トップ

マ ネ ジメ ン トに たず ねて み た と ころ で期 待 す る ほ どの実 質 的 な答 は得 られ な い

だ ろ う。'ト ッ プのDP部 門 の理 解 が不 十 分 だ とか、EDPSの 知 識 が不 足 して
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い る とか い って み て もは じま らない。

　 トップに端 末 機 の操 作 を教 育 した り、 役 員 室 にデ ィス プ レ イ装 置 を設 置 して、

自か ら操作 さ せ た りす る試 み もある よ うで あ る。 しか しこれ は、 た か だか 情 報

検 索 に役立 つ ぐ らい な もの で は なか ろ うか。

　 では 、DP部 門 が真 に トッ プ ・マ ネ ジメ ン トの デ シ ジ ョ ンを サ ポー トす るに

は 、 ど うす れ ば い いの だ ろ う。 こ こに私 の 経験 か らの提 案 が あ る。何 で もよい 、

また トップか らの もの で な くて も よい、何 か 問題 が あ った ら、 チ ャ ンス を つ か

ん でそ の解 決 策 に取 り組 ん で み る こ とで あ る。

　 そ の 際大事 な こ とは 、単 な る意.見の 提 出 とか、意 思 決定 の 参 考 に して も らう

資料 作 りとい う第 三 者 的発 想 で な く、 自か ら意 思決 定 老 の立 場 で取 り組 む こ と

で ある。 か つ提 案 どお り実 行 に移 して も らえ る まで や る こ とで ある。

　 かか るや り方 を とれ ば、 あ とは 黙 って い て も先 方 か ら相談 が くる よ うに な る。

も ちろん一 回 や二 回 で は な く、何 回 も こ う した 努 力 を重 ね る こ と、 お よび実施

結 果 が 成果 の あ る こ とが 前提 条 件 であ る。

5.5　 問 題 解 決 型 プ ロ グ ラ ム の 開 発 を

　 前 項 で は 、 ト ッ プ ・ マ ネ ジ メ ン トの デ シ ジ ョ ン を サ ポ ー トす る こ と の 必 要 性

と 、 そ の 取 り 組 み 方 に つ い て 述 べ た の で あ る が 、 本 項 で は そ れ を 支 え る ツ ー ル

に つ い て 提 案 した い 。

　 コ ン ピ ュ ー タ 会 計 と 監 査 と の 係 り 合 い に は 、 三 段 階 あ る と い わ れ て い る 。

①auditing　 around　 the　 cornputer②auditing　 through　 the　 computer

③auditing　 with　 the　 computerの 三 段 階 で あ る 。

　 第 一 段 階 は 、EDPに は 関 与 せ ず 、 イ ン プ ッ ト ・ デ ー タ お よ び ア ウ ト プ ッ ト ・

デ ー タ の 信 頼 性 を 中 心 に 監 査 す る も の で あ る 。

　 第 二 段 階 は 、 さ ら に 突 っ こ ん で コ ン ピ ュ ー タ 内 に お け る 処 理 が 適 正 か 否 か を

監 査 す る も の で あ る 。

　 第 三 段 階 は 、 コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 行 わ れ て い る 会 計 を 、 コ ン ピ ュ ー タ に よ
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って監 査 す る もの で あ る。

　以 上三 段 階 は 、 後 に な るほ ど高 度 な こ とは もちろ ん で あ る。

　監 査 と コン ピュー タの 関係 と同 じよ うに、 今 後意 思決 定 に係 る調 査 や問題 解

決 策 につ いて も、 コン ピュー タ に よっ て行 う必 要 が あ る。

　 トップ ・マ ネ ジ メン トの意 思 決 定 は 、 企 業 の フレ ー ム ワー クに 関す る事柄 が

多 く、 そ の影 響 も大 きい。 一 般 的 に は、 非定 型 の ス トラテ ジ ックな意 思決 定 が

特 徴 で あ る。 した が って、 そ れ を支 え る コン ピュー タ ・シス テ ムは、 大 変難 か

しい。 反 復継 続 す る大 量 の デ ー タを、 一 定 の ル ー ル に よっ て処理 す る こ とに絶

大 な 力 を発 揮 す る コ ン ピュー タ で あ って みれ ば、 従 来 、 日常 業 務 処理 や管理 の

た め に必 要 な情 報 処 理 に指 向 され て い た の もむべ な るか な で あ る。 そ の コン ピ

ュー タを使 って、 従 来 とは違 っ た トップ ・マ ネ ジ メ ン トの意 思 決 定 サ ポー トを

や ろ う とす るの で あ るか ら、 そ れ 相 当 の コン セ プ トな り、 技 法 な りを開発 しな

け れ ば な らない 。

　 や や もす れ ば 、 デ シ ジ ョン ・サ ポー トの 名 の も とで 、単 な る イン フ ォメー シ

ョン ・リ ト リー バル に終 って しま い が ちで ある。 そ うで は な く、 コン ピュー タ

で なけ れ ば で きな い デ シ ジ ョン ・サ ポ ー トに した い とこ ろで あ る。

　 そ の 例 と しては 、 シ ミュ レー シ ョン ・モデ ルが あ る。 シ ミュ レー シ ョン ・モ

デル に も、設 備 投 資 プ ロジ ェク ト・モ デル もあれ ば 、 コー ポ レー ト・モデ ル も

あ る。

　 前 者 は、 設 備 投 資 に 際 し、 生 産、 販 売 高 や生 産 、 販 売 量 あるい は設 備 投 資額

とい っ た予測 値 や政 策 値 を変 化 させ 、投 資 の採 算 性 や リス ク が ど うなるか を情

報 と して提 供 す る もの で ある。

　 後 者 は、企 業 全 体 をモ デル化 した もの で、 複雑 す ぎて解 析 的 には 手 の つけ ら

れ な ,い問 題 に シ ミュ レ ー トす る こ とで ア ブ ば一チ し よ うとす る もの で あ る。 企

業 経 営 の主 要 フ ァク タ ー を動 か す こ とで、 収 益性 や安 全 性 が ど う変化 す るか を

知 って、 望 ま しい ポ リシー を発 見 し よ うとす る もの で あ る。

　 以 上二 つ の シ ミュ レー シ ョン ・モ デ ルは、 コ ン ピュー タで なけれ ば 出せ ない
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　意 思 決 定 用 の 情報 を扱 うもの で ある。 今 後 この種 の ア プ ロー チ を しなけ れ ば な

　 らな い と思 う。 では、 どの よ うに して トップの デ シ ジ ョンを サ ポー トす る コ ン

　 ピ ュ一 夕 ・シス テ ム を開発 す るか 、 この点 に つ い て提 案 した い。

　 　 まず 、 既存 の科 学 技 術 用 シス テ ムを洗 い出 してみ て は ど うだ ろ うか。 科 学 技

　術 用 シス テ ムの 中 に、 トッ プの意 思 決 定 用 シス テ ム と して使 え る もの が な い か

　 とい うこ とで あ る。

　 　例 え ば 、 パ レー ト分析 とかLPモ デ ル とか相 関 分 析 とか 多変 量 解 析 な どで あ

　 る。 従 来 も これ らの シス テ ムは 、 単 に科 学技 術 目的 だけ で な く、 経 営 政 策 目的

　 に使 われ る ケ ース が あっ た。 そ れ を意識 的 に トッ プ ・マネ ジ メン トの意 思決 定

　 に焦 点 をお い て、 洗 い 直 してみ る こ とを提 案 した いの であ る。 使 え るか も しれ

　 ない とい うの でな く、 使 う よ うに工夫 してみ る こ とで ある。

　 　意 思 決定 の合 理 化 に際 して、 コン ピ ュー タを活 用 す る局 面 では 、 い く ら高度 、

.複 雑 な シス テ ムを使 っ て もか ま わ ない。 大事 なの は 結果 と して の情 報 が 有 効 で

　 あれ ば い い の で あ る。 有 効 か 否 か は 、 それ に基 い て なされ た意 思 決定 が、 や が

　て事 実 とな って実 現 し、 そ れ に よって検 証 され る こ とに な る。

　 　意 思 決 定 者 に よっ て シ ス テ ムの 内容 が理 解 され て い なけ れ ば な らない とい う

意 見 も あるが 、私 は そ う思 わ ない。 も ちろん モ デ ル や シス テ ムの基 本 的 な仮 定

　や条 件 は 、 よ く意思 決定 者 に伝 え理 解 させ てお か ね ば な らない が 、 こ と細 か に

　 シス テ ムの内 容 を理 解 さ せ る こ とは不 可 能 だ し、 その 必 要 も ない。 情 報 の質 が

　 よけ れ ば い いの で あ る。情 報 が 信 頼 で きれ ば い いの で ある。 この よ うに考 え れ

　ば 、 既 存 の 科 学技 術 用 シス テムは 、理 論 的 に も よ く検 討 さ れ て い る の で ある か

　 ら、安 心 して使 え る もの で ある。

　 　つ ぎに、 トップ ・マ ネ ジ メン トか ら解 決 す べ き問 題 を提 示 され た ら、 いか な

　るデ ー タを どの よ うに処 理 す れ ば 、 そ の 解決 策 が 得 られ るか を考 え る必 要 が あ

　る が、 これ は ケー ス ・バ イ ・ケ ー スで違 った もの に なる。

　 そ の 際、 当該 問 題 の解 決 に使 った プ ロ グ ラム な り、 シス テ ム な りを、 当該 問

題 が完 了 した ら捨 て去 るの で な く、以 後 それ を活用 す る こ とを考 え て も らい た
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い。 問 題 い かん に よって は、 前 述 の シ ミュ レー シ ョ ン ・モ デル や科 学 技術 用 プ

ログ ラ ムが使 え た か も しれ ない が、既 存 の シス テ ムが な く全 く新 た に独 自の シ

ス テ ム な リプ ロ グ ラ ムを作 らな けれ ば な らな か っ た とい う こ と も生 じる だ ろ う。

この独 自に開 発 した シス テ ム を捨 て な い で、以 後 の問 題 解 決 に使 え る形 で蓄 積

す る こ とが 大 事 で ある。 そ の た め には モ ジュ ール化 な ど新 た な技法 が必 要 とな

ろ う。

　 トップ ・マ ネ ジメ ン トの意 思 決 定 は 、 ス トラテ ジ ック で あ り、非 定 型 で あ っ

て、 そ れ を サ ポー トす る には オ ー ダ ・メイ ドで シ ス テ ムを 開発 しなけ れ ば な ら

な い と考 え る と、 と うてい対 応 で きな い こ とに な ろ う。

　 とこ ろが 、 ス トラテ ジ ック、 非定 型 とは い っ て も、 実 際 には 同型 の もの が 多

い。 定 型 で は ない が類 型 とい うか 同型 とい うか、 か な リパ タ ー ン化 で きる面 が

ある。 問題 ごとに デ ー タは もち ろん違 う。 ま た デ ー タを処 理 す る方 法 も問 題 ご

とに違 う。 しか し処理 方 法 を さ らに分解 して 見 れ ば 、 い くつ か の パタ ー ン に分

け る こ とが で き、 そ の細 分 パ ター ン は他 の 問i璽に も共 通 に使 われ る ケー スが 多

い とい う こ とで あ る。

　 い って見 れ ば オ ー ダ ・メ イ ドで な く、 イー ジー ・オ ー ダ だ とい うこ とで あ る。

科学 技 術 用 プ ロ グ ラム、 シ ミュ レー シ ョン ・プ ロ グ ラム、 さ らに問題 解 決 ご と

に開発 し蓄 積 した独 自プ ・グ ラ ム等 を、 新 た な問 題 に ア ブ ・一 チす る時 の デー

タ処 理 用素 材 と して、 そ れ らを い か に組 み合 せ れ ば当該 問題 を解決 す る こ とが

で きるか、 とい うよ うに考 え る べ き と思 う。

　 デ シ ジ ョン ・サ ポ ー トをDP部 門 が し よ うと思 え ば、 従 前 の よ うに エ ン ド ・

ユ ーザ か ら必要 な ア ウ トプ ッ トを聞 き と り、 そ れ を処理 で きる シス テ ム を開 発

すれ ば万事OKと い う こ とでは す まさ れ ない。 ア ウ トプ ッ トは決 って い ない の

で あ.る。 存 在 す るの は、 解 決 す べ き問題 だ け で あ る。

　 これ に対 して、 い か な るデ ー タ を引 っぱ り、 い か な る処 理 プ ・グ ラム で処 理

す れ ば、 解 決 案 が ア ウ トプ ッ トさ れ るか を まず考 え な けれ ば な らな い。 そ の た

め に は、 シス テ ム ・エ ン ジ ニア で な く、 ビ ジネス ・コ ンサル タ ン トと しての 実
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務 を通 じて の教 育 が 必要 とな ろ う。

5.4　 資金 収 支 評価 シ ステ ム の 開 発 を

　企 業 経 営 は 収益 性 の追 求 と安 全 性の 確 保 にあ る。 私企 業 の 場 合、 最 も 中心 的

に は収 益 性 の追 求 で あ るが、 そ れ のみ に偏 重 す る と安 全 性 を阻 害 し、 黒 字倒 産

とい っ た こ と も起 り うる。 た とえ て みれ ば、収 益 性 と安 全 性 は、 自動 車 の アク

セル と ブ レー キ で あ る。 自動 車 本 来 の 目的 は 走行 だか らア ク セ ルが基 本 だが、

ア クセ ル だ け で は安 全運 転 は で きず、 ブ レー キが必 要 で あ る。

　,と こ ろで経 営 管理 シス テ ムの 現 状は 、 収 益 性追 求 に偏 重 してい る き らいが あ

る。 それ は、 商 法 に よって規 定 され て い る財務 諸 表 に も表 われ て い る。 す なわ

ち、現 在、 主 要 財務 諸表 は 損益 計 算 書 と貸 借対 照 表 の二 表 で あ る。 損益 計算 書

は 当期 の経 営 成 績 す なわ ち利益 を表 わ し、 貸借 対 照 表 は期 末 の 財 政 状 態 す なわ

ち財産 の在 り高 を表 わ してい る もの で ある。 主要 財 務 諸 表 が この二 表 だ とい う

こ とは、 安 全性 に的 を絞 っ た財 務 諸表 が ない とい うこ とで あ る。

　企 業 内 の管 理 シス テ ム、 そ れ を支 え るEDPSも 損 益 計 算 書 を各 部 門 別 に分

解 した形 で なされ て い るの が通 常 で ある。

　販 売 管 理 シス テ ム、原 価 管理 シス テ ム、 予算 統 制 シス テ ム、 これ らは 利益 管

理 の一 環 と して組 み 立 て られ運 営 さ れ て い る。

　 資金 管 理 は とい え ぱ 、 現 預金 の収支 を量 お よび タ イ ミング を一 致 させ る こ と

に重点 が おか れ 、大 部分 の企 業 に お い て 資金 部 が と り しきっ て い る。 果 して こ

れ で い い の だ ろ うか 。

　損 益 計 算 は、 専 門 用語 で い うと発 生 主義 で計算 され て お り、 そ の結 果 利益 が

100億 円計 上 され た と して も、 これ は 資金 の増 加 とは 一致 しな いの で あ る。

ひ どい場 合 には 、 利 益 が 計 上 され て い る の に資 金 は シ ョー トす る とい っ た こ と

が 生 じる。 この こ とは 、4か 月 の 約束 手 形 で販売 した商 品 の例 を考 え て み れ ば

明 らか で あ る。 売 上 は計 上 され る が、 資 金 の 流 入@4か 月 先 ま で な いの で あ る。

　 した が って 資金 部 と しては、 支 出 に見 合 った収 入 が 確 保 され る よ うに、 あ る
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時 は借 入 で まか な うとい った よ うに、 収 入 と支 出 の量 と タ イ ミング を コ ン トロ

ー ルす る
。 支 出 をま か な うに十 分 な収 入 ある いは 資 金 ス トック が なけれ ば、 た

ち ど ころ に倒 産 に追 い こまれ る。

　 この よ うに、収 支 の量 と タイ ミン グ を コ ン トロー ルす る こ とは、 企 業 の安 全

性確 保 上重 要 で ある が、 そ れは 資 金 部 の責 任 で あ り、 ラ イ ンには 関係 が ない と

い った感 覚 が 強 い。 と ころが考 え てみ れ ば 、収 入 の基 本 は 売 上 に 伴 うもの で あ

り、売 上 は販 売 部 が鍵 を握 って い る。 支 出 の 基本 は材 料 費 、 労務 費 、経 費 の支

払 いで あ り、そ れ は 各 ライ ンが鍵 を握 っ てい る。 して みれ ば、 資金 部 の で きる

こ とは、 タ イム ラグ を補 う外部 資金 の調 達 だけ とい うこ とに な る。

　 す なわ ち、 本 当 の 資金 管理 を行 い、 企 業 の安全 性 を確 保 し よ う と思 え ば、 資

金部 では な く、 各 ライ ン の段 階 で 資金 管 理 が で きる シス テ ムを作 り、運 用 しな

け れば な らない の で あ る。 現在 の シス テム は、 これ が完 全 に抜 けて い る。

　 各 ラ インの業 績 評 価 を、 売 上 や原 価 ある いは利 益 に よっ て行 うだけ で な く、

収入 お よび支 出 あ る い は その差 額 で も評価 す る新 しい シス テム の開 発 が 望 ま れ

る と ころ で あ る。

　 私 は そ れ を 「資金 収 支 計算書 」 と称 し、10年 研 究 し、一 応 完 成 した形 で企

業 実 務 に活 用 し始 め て い る。 専 門 的 には主 要 財務 諸 表 を貸 借 対 照 表 、 損益 計 算

書 、 資金収 支計 算 書 の三 本 立 と し、 各 表 を三 元 簿 記 で構 造 的 に ア ウ トプ ッ トす

る こ とで あ る。 これ は一 試 論 に過 ぎ ない が、 近 時 ア メ リカで は、 第三 の財務 諸

表 と して 「財政 状 態 変 動 表 」 とい って一 種 の 資金 表 が制 度 会 計 に導 入 され、 国

際会 計 基 準 で もそ れ が採 りあげ られ て い る とい った動 きが ある。

　 今 後 、 日本 で も制 度 会 計 と して採 りあげ られ る だ ろ う し、企 業 内部 にお い て

も安全 性 の確保 上重 要 で ある。 単 に外 国 の模 倣 で な く、 日本 の実 態 に合 った 資

金管理 シス テ ムを 開発 す べ き と きで あ る。

　 DP部 門 に おい て も、 エ ン ド ・ユ ー・一ザの請 負的 シス テ ム開発 で な く、 自か ら

経 営 管理 シス テ ムの 開 発 者 と.して、 全 う インを包 含 した 新 しい 資金 収 支 シス テ

ムの開発 に 力 を入 れ てほ しい もの で あ る。
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4.企 業 を と りま く情報処理環境 の変化

(社)日 本 能 率協 会

EDP情 報 セ ン ター　 橋 　 本 　 .真

は じめ に

　 超LSIの 出現 、 通 信 と コ ン ピュ ー タ との 有機 的 な結 合 に よる分 散 化、 デ ー

タ処 理 か ら情 報 処理 へ の 志 向 の 高 ま り、 そ して、 そ れ に伴 う新 しい ソ フ トウエ

アの 模 索 と、 コ ン ピュ ー タ技 術 は 新 しい展 開 をみ せ よ う と して い る。

　 (財)日 本情 報 処 理 開発 協 会 の第5世 代 コ ン ピュー タ調 査 研 究委 員 会 シ ステ ム

化 技 術 研 究 分科 会 は 、 昭和55年11月 に と りま とめ た 中間 報 告 にお い て、 こ

の 新 しい コ ン ピュー タ技 術 の展 開 を 「第5世 代 コ ン ピ ュー タ」 の幕 開 き と位 置

づ け て い る。　　 　　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　　 　 ・

　 第5世 代 の コ ン ピ ュー タ を特 徴づ け る新 しい情 報 処 理 の た め の機 能 が 、 どの

よ うな もの に な るか 、 ユー ザ な らず も、非 常 に興 味 あ る と ころ で あ る。 ま して

や、 第5世 代 コ ン ピュー タが 、現 在 の コ ン ピュー タの 、 い わ ゆ るノ イマ ン型 コ

ン ピュー タ の もつ欠 点 を根 元 的 に解 消 し よ うとす る 「非 ノ イ マ ン型 コ ン ピ ュー

タ」 を指 してい るの で あ れ ば伺 更 で ある。

　 第5世 代 の 、そ して非 ノ イ マ ン型 に求 め られ てい る新機 能 は 、 非数 値 デー タ

処理 、 デ ー タベ ー ス 管理 、 人 工知 能 な ど とい われ てい る。 しか し実 際 の と ころ

は、 ユー ザ ・レベ ル で の この論 議 で は、 マ ン ・マ シン ・イ ン タフ ェー ス と、 新

しい情 報 処 理 の た め の ソ フ トウエ アが 中心 にな る もの と思 わ れ る。 なぜ な ら、

性 能面 は と もか く、 機 能面 での 要 求(ニ ー ズ)は 、技 術 的 可 能性(シ ー ズ)の

提示 が な い限 り出 に くい と予想 され るか らで あ る。 そ の うえ 、 現 に 商 品 化 され

てお らず 、 研 究 ・実 験 ・開 発 段階 に あ る もの に つ い て、 ユー ザ に理 解 を求 め る

のは非 常 に抵 抗 あ る こ とだ か らで あ る。 つ ま り、 ユー ザ に対 して、 新 しい技 術
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を 紹介 し、 何 か に 使え な い か とい うこ とを調査 して も、 そ の 技 術 をほ め て くれ

　る こ とは あ って も、 な か なか 商 品 につ なが る よ うな情 報 と しての 要 を得 た返 答

は得 られ な い もので あ る。 確 か に、 さま ざま な可 能 性 を秘 め た新 しい技 術 を単

な る説 明 だ け で理 解 しろ とい うのは 無理 が あ る。 また 、 他 社 の こ とま で真 剣 に

頭 を使 う必 要 もな いか らで あ る。

　 　で は、 ど うした ら よい か、 新 しい 技 術 的可 能性 を現 実 に ユー ザの 目で確 認 し

　て も らえ ば よい わ け で あ る。 ユー ザの 頭 の 中 には 、 絶 え ず 何 らか の 問題 意 識 が

　あ るはず で あ る。 技 術 的 要 素 だ げ で な く、 ユ ー ザ の興 味 をそ そ る応 用 品 を作 り

　上げ 、広 く評価 を受 け るべ きで あ る。 コ ン ピュー タお よびそ の シ スデ ム の場 合

　は、 現 実的 には この ス テ ップは 省略 され て きた。 第3世 代 、 第4世 代 の コ ン ビ

　 ュ一 夕の時 代 で あれ ば 、 諸 々の 事情 か らや む を得 な い こ とで あ った と思 う。 し

か し、第5世 代 コ ン ピ ュー タ に あ っ∫ては、 この ステ ップ を無 視 す べ きで な い と

　思 う。超LSI時 代 を活 か す ため に も、 コ ン ピ ュー タ ・メー カは、 積極 的va応

'用 品 を作 り
、 試 作 品 と して ユ ー ザ に提供 し、 そ れ が単 に性 能 が 良 い悪 い とい う

　こ とで な く、 ユー ザの 問題 意 識 に照 ら し、　 「こ うい うこ とが 可 能 で あれ ば 、 こ

　ん な こ とが で きな いだ ろ うか 」 とい う商 品化 の ため の 情報 を、 研 究 ・開発 の 基

　本 的 原則 にの っ と って探 るべ きで あ る。

　 　も っ と具体 的 に い え ば 、 コ ン ピュー タ発 展 の歴 史 を 考 え れ ば わか る通 り、そ

　の実 用 化第1号 機 は、 軍 ・大 学 を中心 と した研 究 と開発 努 力 の 中 か ら産 まれ て

　い る。 そ して 、 ほぼ10年 ほ ど た った1951年 に、 世 界初 の 商 用 コ ン ビ ュー

　 タが 出現 す る とい う、 どち らか とい うと、 技 術 的可 能性 の追 求 が 先行 し、 そ れ

　を追 い かけ る よ うに、 軍 ・大 学 にお け る ユー ザ の 要 求 を 汲み 取 りつ つ、 徐 々に

　すそ 野 を拡 げ 、 商 用 コ ン ピ ュー タの 出現 に至 っ てい る。 以 後 、技 術 的可 能性 の

　追 求 が先 行 し、 ユ ー ザ の要 求 が 追 い か け る とい う形 で、 コ ン ピュー タが発 展 し

　 て きた わけ であ るc
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4.1　 立 ち ふ さが る 用途 開 発 の遅 れ

　 現 在の こ う した コ ン ピ ュー タ の発 展 傾 向 は 、最近 では 多 少 な り と も是 正 され

て き て は い るが、 メー カ主 導 型 の コ ンセ プ ト売込 み には じま り、 お 仕 着 せ の ソ

フ トウエ ア 売込 み とな っ て現 わ れ て い る。

　 とこ ろが 、 現 在 の よ うに、 技 術的 可 能性 が 出つ く してい る場 合 、 要 求 の 高 い

コーー ザ に と っては 不 都合 な こ とが起 る。

　 第1に 、 メー カ は不 必 要 に コ ン ピュー タ を ブ ラ ックボ ソク ス化 し、 そ の た め 、

自社 の 状況 に合 わ せ て作 り直す こ ともで きず 、 ユー ザ に不 親 切 な 、そ し て、 高

価 な 買物 を 更 に強 い る こ とに な る。

　 第2に 、 メー カ側 の対 応 が 実 際 を伴 わ ず 、 コ ンセ プ トと提供 され る製 品 一 一

中 で も、特 に問題 とな る の は ソ フ トウエ ア ー一 との ギ ャ ップが 非 常 に大 き く感

じ られ る ことに な る。

　 第3、 第4と 、 ユー ザの 要求 が高 い 場 合 の 不都 合 さ を挙げ る こ とが で き る。

　 従 来 、 これ らの不 都 合 さは 、 導 入 ・選 択 の失 敗 とみ られ、 ソ フ トウ エア 開発

に大 きな 負担 を 強 い る もの とな っ た。 メー カは 、多 額 の費用 と長 い時 間 の掛 か

る ソ フ ト ウエア 開発 を 出来 る 限 りユー ザ に肩 代 わ りさせ 、 基本 的 な ソ フ トウエ

ア の 提供 に 留 め よ う とす る傾 向が あ る。 そ して、 後は 有償 提供 を意 図す る。

　 しか し、 た とえ ば、 新 機 種 は、 ハ ー ドウエア 的 には 確 か に3～6倍 の コス ト ・

パ フ ォー マ ンス の 向 上が あ る。 メー カは 自信 を持 って発表 す るわけ で あ るが 、

そ れは 実 際 には ソ フ トウエ ア に負 うと ころ が大 きい の で あ る。 に もか か わ らず 、

新機 種 で整 備 され るで あ ろ う ソ フ トウエ ア群 は 、予 定納 期 内 に提 供 で きた ケー

ス は殆 どな い。 優 れ た ソ フ トウエ アは、 ハ ー ドウエ ア特性 を活 か す ため に も、

開 発 に 長時 間 を 必 要 とす る。 当然 、 カ ネ も マ ンパ ワー もか か る。 ユー ザ が 開発

す る ソ フ トウエ ア は、 ア プ リケー シ ョンが 主体 で あ る。 基本 ソフ トウエ ア の整

備 状態 に よる影 響 は 大 で あ る。 そ れ を考 慮 し、 国家 か らの 融 資 ・補 助 金 的 な意

味合 い で 、 ソ フ トウエア の 開発 とそ の た め の技 術開 発 が 情報 処 理 振 興 事 業 協 会

(IPA)を 中心 に進 め られ てい るわけ で あ る。 そ れ で もなお か つ 遅 れ 、 そ の
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シワ寄 せ ば ユー ザ に来 て い るの が現 実 で あ る。

　 い い 換 え れ ば 、 ユー ザ は、 メー カー が シ リー ズ と して 出す コ ン ピュ ー タ をほ

ぼ3～4年 ごと更 新 し、 グ レー ドア ップの た め に新 しい シ ステ ム/ア プ リケー

シ ・ンの 開発 に追 われ る一 方 、 従来 よ り使 って い る移 植 性 の あ る ソフ トウエ ア

の 保守 の 重 圧 に あえ い で い るわけ で あ る ユ ー ザ は、 汎 用性 を段 階 的 に構 成 して

い るコ ン ピュー タの シ リー ズ を、 定 期 的 に多 額 の カ ネを 費 や し更 新 し、 そ の都

度 、 新 しい ソ フ トウエ ア/ア プ リケー シ ョンの 開発 に取 組 ん で い る の で あ る。

結 果 と して、 保 守 作業 の省 力化 対 策 と ソフ トウエ アの 属 人 的性格 か らの脱 却 に、

ユー ザは 頭 を悩 ま す こ とにな る の であ る。

　 この随 路 を切 り抜 け る方途 は幾 つ も考 え られ る。 しか し、そ のた め の技 術 的

対 策 は 、何 一 つ 、 ユー ザ側 で は体 系 づ け られ て い な い。

　 IPAの 委 託vaよ って、協 同 シス テ ム開 発(株)が 推 進 した 「ソ フ ト ウエ ア

生産 技 術 開発 計 画 」 に 基づ くソ フ ト ウエア 生産 技 術 の体 系化 も、 ソ フ ト ウエア

業 界 に還 元 され て もユ ー ザ には 直接 的 に波 及 効果 はみ られ なか った の で ある。

次 プ ロ ジェ ク トで あ る 「保 守 技 術 開発 計 画 」 につ い て も、 大方 の ユ ー ザ は知 ら

ず 仕 舞 に終 わ る こ とで あ ろ う。 こ う した技 術 の体 系化 は 、 ユー ザ に と っ て も必

要な こ と であ り、 即 効 性 が あ る と なれ ば 尚 更 で あ る。

　 単 一 の ユ ー ザ で これ だ けの 体 系 の ため に時 間 を割 くこ とは徹 底 不 可 能 で あ り、

本来 の 経営 活動 もあ り、 現 在 の経 営 ニ ーズ に応 え るた め の シス テ ム作 り と維持

以外 に は手 を出せ ない の が現 状 で あ る。

　 デ ー タ では な い の で、 こ う した技 術 の 体 系 化 ・開 発成 果は 、 そ れ 相 応 の対 価

を もっ て 公開 され るべ きで あ ろ うと思 わ れ る。

　 同 様 な こ とは 、 ソ フ トウエ アの 流 通 に もい え る。 あ くま で も ソフ トウエ アで

あ って、 デ ー タで は な い の で、 い たず らに 自主 開発 す るだ けが 能 で は ない。 共

用す べ き ものは 、 ク ロ ス ライセ ンス の よ うに 交換 され て もよいわ け で あ る。 ソ

フ トウエ ア 要員 が 不 足 してい る とい わ れ なが ら、思 いの ほ か、 重 複 開 発 投 資 が

多 い の で あ る。 ライ バ ル会 社 は互 い に類 似 した ソ フ トウエ ア開 発 を、 競 合上 、
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重 複 して投 資 せ ざ るを得 ない と考 え て い る よ うで ある が、 ソ フ トウエ ア開 発 の

生産 性 や ス タ ッフの 不足 、 そ して、他 所 で 開発 され た共 用 し得 る ソ フ トウエア

を知 らず に弱 々 と してい るの は 、 実 に馬 鹿 々 々 しい こ とで あ る。

　 プ ロ グ ラム調 査 簿 が 作 られ、 登録 され て い る本 数 が非 常 に多 い の に残念 な こ

とで あ る。

　容 易性 が プ ログ ラマの権 威 を損 ね る とい う論 理 、 あ るい は 、 容 易 で実 務 的 な

こ とは権 威 を損 ね る と考 え る心 理 が 、 ユ ー ザ側 で潜在 的 に働 くか らで あろ うか 。

そ の た め に、 採 用 した くな い 理 由づけ が 先 行 し、真 の評 価 を しな い た め で あ ろ

うか。

　 メー カか らの 供 給 ソ フ トウエア に して も、 購 入 ソ フ トウエ ア に して も、 類 似

した もの を同 一 の 基 準 尺度 で 同 じ土 俵 の 上 で測 る ものが 設 定 され てい ない の も

事 実 で あ る。 購 入 され て い る ソ フ トウエ ア の半 分以 上 が手 直 し して使 わ れ て い

る こと も事 実 で あ る。

　 あ る程度 の デ メ リッ トが あ る に して も、汎 用 を ユー ザ専用 と してで き る と割 ・

り切 り、重 複 投 資 を回避 す る意 味 か らも、積 極 的 に、 ソ フ トウエ ア を購入 し利

用 す べ きで あ る。

　 問題 は 、現 在 の コ ン ピュー タ ・ユー ザ が抱 え る意 識/発 想 一 一 い うなれ ば 、

技 術 の 世 界 に生 き る職 人 気 質 の 一 一 をい か に切 り換 え てい くか で あ る。 そ して

ま た、 制度 と して、 ソフ トウエ アの 受 け皿 を作 って も、 活用 の 場 や利 用 方 法 を

は っ き り と設 定 ・明示 してや らな い限 り、 ユー ザ は問題 意 識 を抱 え るだけ で 直

接 の 行 動へ と進 ま な いの で、 そ の 展 開 につ い て も細 か く考慮 してや る必 要 が あ

る。 基準 尺度 を 作 り、 評価 表 を作 り、技 術 を体 系づ け てや らな い 限 り、現 在 の

ユ ー ザは 、過 去 の延 長線 で シ ス テ ム/ソ フ トウエ ア に安 住 し、 そ の延 長線 上 で

開発 と保 守 に追 わ れ てい るだ け で あ る。

　 コ ン ピュー タ ・ユー ザ を開 発 と保 守 の重 圧 か ら解 き放 し、 従 来 の マ シ ン思 考

か ら、 現 在 、 分野 を確 立 しつ つ あ る ミニ コ ン ピュー タ、 オ フ ィス コ ン ピュー タ、

マ イ ク ロコ ン ピ ュー タへ と思 考 あ るい は 発想 を変 え 、 それ らの 用 途 開発 を考 え
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る素 地 を作 ってや るべ き で あ る。

　具 体 的 にい えば 、第3世 代 お よび第4世 代 の コ ン ピュー タに よ って得 る こ と

が で き ない で い る機 能 を、 ユー ザ の立 場 か ら洗 い 出 し、 探 し当 て る よ うな 土 壌

や場 を 作 るべ きで あ る。

　 現 に 、 マ イ ク ロコ ン ピュー タ を と ってみ て も、通 信、 端 末 、 ポ リ ・プ ロセ ッ

サ な どの各 方 面 に利 用 で き、 そ の機 能 を活 用 す る場 を限 りな く発 掘 で き る。 そ

れ は も う、 目的 を明 確 に し道 具 を選 ぶ とい う時代 が過 ぎ去 った こ とを暗示 して

い るか の よ うで もあ る。

　 マ イ ク ロコ ン ピ ュー タを生 産 ライ ン に組 込 む だ け で 、 相 当 の利 益 増 に通 じる

とい う。　 「ス マ ー ト ・マ シン革 命 」 とい われ る よ うに、 身近 か に、 い く らで も

改 善 の 余 地 を生 む よ うに な って きた。 言葉 を返 え せ ば、 それ だ け 機 会 損失 が増

大 し、 経営 上 の 競争 が激 化 す るこ とに他 な らない 。 用 途 開発 が先 行 しない 限 り、

この 分野 の遅 れ は 国際 競争 力 の遅 れ とな っ てはね 返 え って くる こ とは容 易 に想

像 で き る。 この 種 の方 策 が な され な い こ と こそ 、 経 営 基 盤 を ゆ るが し、 ぜ い 肉

を とる ど ころ か骨 を削 りか ね な い。 これ は 間接 的 な罪 悪 とい え な い だ ろ うか。

4.2　 グ ロッ シュ の 法 則 崩 壊で 起 つ た カ タス トロフ ィ

　 何 も、 マ イ ク ロコ ン ピュー タ に限 ってい っ てい るわ け では ない 。 ソ フ トウエ

アの 選択 や改 良 で 設・備 の 冗 漫 性 を 圧縮 す る ことの 可 能性 を、 ハ ー ドウエ アの 選

択 にあ た ってほ とん ど配慮 してい な い こ とが 問題 なの で あ る。 コ ス ト ・パ フ ォ

ー マ ン スを測 定 し評 価 した 上 で、規 模 や 増 設 を考 え るべ きで あ る。 コ ン ピュー

タ ・パ ワー の拡 大 が 、 よ り先 行 して解 決 に あた っ てい る こ との 方 が 多 い よ うに

思 わ れ る。 効 率 測 定 して改 善 す る よ り、 機 種 を変 え た方 が得 で あ る とい う風 潮

が あるようにも見 受 け られ る。これ は、 メー カー や デ ィー ラの 売込 み に よ る結 果

で あ ろ うか。

　 今 では 、 グ ロ ッシ ュの法 則 が法 則 で な い こ とが 侵 透 し認 識 され てい るが、 少

し前 まで、 コ ン ピ ュー タの規 模 を説 明 す る際 に、 費用 と処理 能 力 の関 係 を2乗

一44一



■

に比 例す る とい う物 指 し と して もてはや され 、 汎 用 の 小型機 か ら大 型機 に至 る

パ フ ォー マ ンス測 定 に流 用 され も した。

　 汎 用 コ ン ピュー タ とは異 な る分野 か ら ミニ コ ン ピ ュー タが 出現 し、 超LSI

を基礎 とす る マ イ ク ロ プ ロセ ッサ の複 数 の接 続 を 前 提 とするポ リプロセ ッサ概 念

が 産 ま れ た こ とで 、 グ ロ ッシ ュの 法則 は 崩 壊 した。

　 カ タス トロ フ ィが起 きた の で あ る。 従 来 の単 一 シ ス テムの 拡大 や ス ピー ドア

ップ に よ って達 成 され た パ フォー マ ンス は、破 壊 さ れ たの で ある。 単 細 胞 で は、

EDPシ ス テ ムの最 適 化 は望 め な くな った ので あ る。

　 ビジネ ス ・ユー スの量 的 拡 大 に加え て、 単純 規模 の 拡大 では、 ユー テ ィ リテ

ィの拡 大 に限 界 が あ り、 かつ 、 自社 内で の 要 員養 成 に も限 界が あ り、 ハ ー ドウ

エア的 に も延 長概 念 だ け で は解 決 し得 な い ところ ま で立 ち至 って しま ったの で

あ る。

　 皮 肉 な こ とに、 今 の経 営 環 境 下 にお い て こそ、 コス ト・パ フ ォー マ ンスの 評

価 が 必要 で あ る に もか か わ らず 、 それ が 崩 壊 して しま ってい るの で あ る。 そ れ

に変 わ る もの は何 か 、 入 間 の 使命 や心 理 を含 め た シ ス テ ム評 価尺 度 で あ ろ う。

経 営 の ニ ー ズ に合 わ せ た シス テ ムの評 価 お よび 選択 が 、 基本 的 に、 トップ ・マ

ネ ジ メ ン トの判 断 に よって左 右 され る こと を考 え れ ば 妥 当な こ とで あ ろ う。

　 デー タベ ー ス も現 在 の技 術 で構築 が可 能 で あ る。 しか し、 そ の延 長 で、 莫 大

な ニー ズ に合 った デー タベ ー スを維 持 し続 け る こ とは で きない。 ど こま で が現

在 使用 で きる デ ー タベ ー ス で あ って、 い つ 頃 か ら新 しい デー タベ ー スが 必要 と

な り、 そ れが 限 界 と な って ま った く異 った思考 か ら解 決 を しなけ れ ば な らない

か を 問題 に して お く必 要 が あ る。 これ も、 一 種 の カ タ ス トロフ ィで あ る。

　 1つ の技 術 が付 加 さ れ る だけ で大容 量 が よみ が え るが 、ま た 、そ の延 長線 上

に破局 が 存 在 す る と考 え て お くべ きで あ る。 既技 術 で あ って取 り立 て る よ うな

ところが な くて も、利 用 シス テ ム を運 用 上み る と、 ミ ッシ ョン ・パ フ ォー マ ン

スの点 で評 価 し得 る場 合 が ある。 シス テ ムは陳 腐 化 し得 るが、 素 材 で あ る コ ン

ポ ー 不 ン トはそ ん な こ とは ない。 漢 字(日 本 語情 報 処 理)時 代 の デー タベー ス、
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ネ ッ トワー ク(企 業 内 、 企業 間 、 国 際 間 を含 め て)時 代 の デ ー タベ ー ス、 プ ラ

イバ シー お よび情 報 基本 法 施行 後の デ ー タベ ー ス管 理 な ど、 時 系 列 的 に今 後 の

デー タベ ー ス の効 率 を考 え、 コス ト ・パ フ ォー マ ンス的 に評 価 し、 そ のや り方

や規 模 を ミ ッシ ョン ・パ フ ォー マ ンス で評 価 す べ きで あ ろ う。

　 た だ し、 グ ロ ッシュの 法 則は 崩 れ去 り、 現 在 は 適 切 な尺 度 が 失 な われ てい る。

再 構築 す る必 要が あ る。 今 使 わ れ て い る コス ト ・パ フ ォー マ ンス に して も ミ ッ

シ ョン ・パ フ ォー マ ン ス に して も、 そ の 内容 は 定 か で な く、 言葉 そ の もの が1

入 歩 き してい る感 が ある。 そ の意 味 か ら も、 この種 の尺 度 要 因 を洗 い 出 し、 内

容 を整 え る必 要が ある と思 え る。

4.5　 部門 存立 の 基盤 強 化 の 必 要性

　 従来 か ら、 パ ワー の拡 大 が 先 行 し、 経 営 ニー ズ や シス テ ム ・ニー ズ を解 決 す

る ことが 多 く、 機種 を変 え た方 が 得 だ とい う風 潮 が あっ た。 しか し、最 近 で は、

メイ ン ・フ レー ムの パ ワー ・ア ップか ら周 辺 端末 機 器 類 の 遊 休率 が バ ッチ で も

リア ル タ イ ムや タイ ム シ ュア リン グで も高 くな っ てい る とい わ れ る。 オ ン ラ イ

ン化 率 が 高 ま ってい るが 、 い つ で も ど こで も とい うこ とを モ ッ トー に、遊 休 が

増 す こ とを是認 して導 入 さ れ てい るの だ ろ うか 。 採算 面 か らい う と、 メ イ ン ・

フ レー ムは コ ス ト ・パ フ ォー マ ン ス的 に極 め て安 くな っ てい る。 したが って、

最近 の傾 向 で は 、周 辺 端 末 機器 類 の 選択 が 全 体 の コ ス トを決 定 づ け る よ うに な

って きて い る気 配 が感 じ られ る。

　 デー タ通 信 費 も全体 の コ ス トに 占め る割 合 が高 くな っ てい る。

　 コ ン ピ ュー タの総 稼 動 台 数 が増 加 して い るの に、 総 売上 高 の 伸 び は鈍 化 して

い る。 そ れ だ け、 価格 の安 い ものが 出廻 っ てい るの だ ろ うか。 ア ン バ ン ドリン

グ実 施 が 着実 に行 われ て い る た め で あ ろ うか。小 型 機 ・超 小型 機 の増 加 が著 し

いか らで あろ うか。そ れ だけ 、 分散 処 理 、 現 場 処理 の志 向が 強 ま っ てい る とい

うこと なの だ ろ うか。

　 現 場 的 な拡 大 は、 必 ず しも、 トー タル ・シス テ ム とし ては最 適 化 と な らない

か も しれ な い。 も と もと、 こ う した 現 場 で の デ ー タ処 理 は、 メー カー=EDP/

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 -46一
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か も しれ ない 。 も とも と、 こ う した現 場 での デー タ処 理 は、 メー カー=EDP/

システ ム部 門 主 導型 の デー タ処 理 か らいえ ぱ 、 鬼 っ子 み たい な もの で あ る。

IEの 推 進 、 省 力 化、 自動 化 とい った特 定 テー マva部 分 改 善 の ソール として コ

ン ピ ュー タを考 え 、 ニー ズ ・オ リエ ンテ ッ ドな 視点 か ら専 用 シス テ ム作 りに専

念 した結 果 、 産 まれ た もの で あ る。

　 メー カー=EDP/シ ス テ ム部 門 主導 型 の システ ムは、 本 来 、 事 務・合 理 化、

事 務 機械 化 、経 営 機械 化 の 理 想 を貫 こ うとす る もの で あ った。 そ れが 、 あま り

に も ビ ジ ・ン的 ・現 実 離 れ 的 で あ った こ と もあ る こ とな が ら、 作 業 的 業務 の典

型 で あ る プ ログ ラ ミング に時 間 を 費や しす ぎ、 遅 々 と して進 ま ぬ コン ピュー タ

化 に しび れ を 切 ら し、 現 場 処 理 が横 行 し始 め、 結 果 と し て、大 容 量 の コ ン ピュ

ー タを抱 え るマ シ ン ・オ リエ ンテ ッ ドな シス テ ム作 りと な っ て しま ったの で あ

る。 もち ろん 、 こ う した シス テ ム作 りに 、 メー カー が喜 ん で サ ポ ー トし、 自社

の コ ンセ プ トあ るい は技 術 可 能性 を試 す 良 い機 会 だ とみ たの は い うま で もない 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ◆

　 現場 処理 の 志 向 は こ う して産 まれ たの で あ る。 分散 処 理 は 、 デー タ通 信 回線

解 放 後 に伸 び て きた もの で あ る。 日本 で の分 散/集 中の 論 議 は、 米 国 にお け る

そ れ とは ま った く異 質 な もの と考 え るべ き で あ る。 少 な く と も、 米 国 で い わ れ

てい る よ うな類 い の 要件 を 備 え た分 散処 理 とい うの は 実現 しなか った。 デー タ

通 信 利 用 とか らん で 、 表 面 的 に 分散/集 中 が論 議 され た の で は な いだ ろ うか 。

企業 に とって重 要 な こ とは 、 そ の シス テ ムを 使 うこ とに よる便 益 ・採算性 ・信

頼 性 であ って、 メー カー の 言 う コ ンセ プ ト/技 術 可 能性 で は ない。

　 しか し、 現 実 に は、EDP/シ ス テ ム部 門 は、 シス テ ム開発 ・保 守 の方 法 や

管理 、 さ ら には、 シス テ ム設 計 や プ ログ ラ ミング の方 法 論 に 目が 向 き、 いか に

効率 よ く開発 ・運 用b保 守 してい くか に ウエ イ トが か か って しま ったの で あ る。

そ れ だけ、 コ ン ピュー タ化 の 要請 や 作業 的業 務 の 重 圧 が 強か ったか らで あろ う。

そ して、 トー タル ・シス テ ム とい う視 点 か ら、大 規 模 な コ ン ピュー タ ・シ ステ

ムを具 現 化す るた め 、 ユ ー ザ に と って は 目的 の 手 段 に す ぎな い デ ー タベ ー ス

言 語 、OSな ど に も考慮 を払 い 、 つ いつ い メー カー の 売込 み にの った とい うの
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が 現 実 で は な い だ ろ う か 。 メ ー カ ー は 、 そ の よ う な こ と を 競 合 機 種 の 選 択 性 を

優 位 に し よ う と す る 材 料 に 使 っ た の で は な い だ ろ う か 。

　 EDP/シ ス テ ム 部 門 は 、 企 業 内 の コ ン ピ ュ ー タ 化 の ニ ー ズ に 応 え 、 現 場 の

不 満 を 出 来 る だ け 押 え る た め 、 メ ー カ ー の 持 ち 込 む 最 新 機 に よ る パ ワ ー と グ ロ

ッ シ ュ の 法 則 に 基 づ く コ ス ト ・パ フ ォ ー マ ン ス 評 価 か ら 、 大 型 機 の 導 入 に 踏 み

込 む 、 い わ ゆ る マ シ ン ・オ リ エ ン テ ッ ド な 方 向 を と っ て い っ た の で あ る 。

　 コ ン ピ ュ ー タ を 形 作 る 一 連 の 諸 コ ン ポ ー ネ ン ト関 係 の 技 術 革 新 や 生 産 工 程 ・

コ ス ト改 善 に 伴 い 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ハ ー ド ウ エ ア は 、 性 能 ア ッ プ し な が ら 、 し

か も、 ソ フ ト ウ エ ア と コ ス ト 負 担 の ウ エ イ トを 逆 転 す る に 至 っ た 。

　 メ ー カ ー の 品 揃 え も 豊 富 と な り 、 安 く性 能 の 良 い マ シ ン を 購 入 す る こ と が で

き る よ う に な っ た の で あ る 。 加 え て 、 突 如 と し て マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ が 躍 り 出

て 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ と し て 非 常 な 勢 い で 普 及 し 始 め 出 し た の で あ る 。 ミ

ニ コ ン ピ ュ ー タ も よ う や く位 置 づ け ら れ 、 確 立 さ れ る に 至 っ た 。 多 少 の デ ー タ
　 　 　 　 　 　 ●

処 理 能 力 を 持 ち 合 わ せ る オ フ ィ ス コ ン ピ ュ ー タ や イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ タ ー ミ ナ

ル も 、 現 場 に 導 入 さ れ る よ う に な っ て き た 。

　 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ は と も か く 、 ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ 、 オ フ ィ ス コ ン ピ ュ ー

タ 、 そ し て 、 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ タ ー ミ ナ ル な ど が 置 か れ て い る 現 場 と 、 大 型

コ ン ピ ュ ー タ の 置 か れ て い る 中 央 と が 結 合 さ れ れ ば 、EDP/シ ス テ ム 部 門 が 、

当 初 描 い て い た ビ ジ ョ ン に 一 歩 近 づ く こ と に な る 。 現 場 が イ ン テ リ ジ ェ ン ト化

さ れ 、 ノ ー ド化 さ れ れ ば 、 現 在 、 失 な わ れ て い るEDP/シ ス テ ム 部 門 の 主 導

権 は 復 権 す る 筈 で あ る 。

　 EDP/シ ス テ ム 部 門 は 、 ノ ー ド化 さ れ 得 な い 、 従 っ て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 化 さ

れ 得 な い オ フ ィス コ ン ピ ュ ー タ 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の 使 用 に つ い て は 、 本

来 的 任 務 の コ ン ピ ュ ー タ 化 の 網 目 か ら の 落 ち こ ぼ れ と し て 是 認 す べ き で あ ろ う 。

　 近 年 、 論 議 さ れ て い る オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン 化 に つ い て も 、EDP/

シ ス テ ム 部 門 を デ ー タ を 評 価 ・解 釈 し 、 必 要 な ら シ ミ ュ レ ー シ ・ ン を も 行 い 得

る 戦 略 的 な デ ー タ 処 理 部 門 、 あ る い は 、 経 営 情 報 シ ス テ ム 構 築 の コ ン サ ル テ ー
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シ ョン/設 計 部 門 と して対 処 す る限 り、 無 用 な 混 乱 は避 け 得 る と思 わ れ る。 そ

して これ ま た重 要 な ことで あ るが 、 システ ムが い か に経営 に貢 献 してい るか に

つい て の評 価 あ るい は監 査 を受 け 持 つ 機 能 を確 立 してお くべ きで あ る と思 う。

　 現 在 、 これ につ い ては、 は っき りと した手 が打 たれ てお らず 、 この た め の ス

タ ソフの 育成 もな され てい ない。

　 コ ス ト ・パ フ ォー マ ン ス評価 表 、 ミ ッシ ・ン ・パ フ ォー マ ンス 評価 表 、 サー

ビス ・ビュー ロー 委 託 評価 表 、外 部 パ ッケー ジ評価 表 、 シ ステ ム開発 生 産 性 評

価表 、 シス テ ム保 守=ビ ル ド ・ス ク ラ ソプ評価=判 断 表 とい った よ うな 基本 的

な評 価 の尺 度 や 内容 、そ してそ れ らを確立 す るた め の基礎 デー タは 現 在 皆無 な

の で あ る。 企 業 デー タは提 出 で き ない に して も、 この 種 の デー タは 、 各 企業 に

お い て収 集 ・整 理 し、 合 理 化 ・シ ステ ム化 ・情 報 化 の指 標 と し、業 界 ご と、 あ

るい は 全業 種 平 均 と して利 用 で き る よ うに図 り、 重 点施 策 ない し、 各 社 の改 善

目標 デー タ とす べ きで は ない だ ろ うか。 総 売 上 高 や業 績 と うま く連 結 す れ ば 、

今 ま で余 り明 確 でな か った コ ン ピュー タの 定性 的 効 果 の 一 局面 を把 握 し得 るの

で は な い だ ろ うか。

　 EDP/シ ス テ ム部門 を 「職 人 の 世 界 」か ら解 き放 し、 企業 内 で の 発言 力 を

増 し、そ れ な りの 企 業 での位 置 づ けが な され る ことに な ろ う。 現 在 のEDP/

システ ム部門 は 、"希 望 の持 て ない、 た だ負 担 の 重 い"と ころ だ とい う意 識 が

強 い。 これ は、 各 コ ン ピュー タ ・ユ ー ザや メー カーの 下 請け 的 存 在 とな ってい

る ソ フ トウエア ・ハ ウス/シ ス テ ム'◆ハ ウスにみ られ る雰 囲気 で もあ る。'知識

集 約 型 だ とい わ れ な が ら、 労 働 集 約 型す ぎた所 に問 題 が あるの か も しれ な い。

シス テ ム開発 ・保 守 の 諸 ツー ル が整 備 さ れ てい ない た め なの か 、 企業 体 質 な の

か 、 シス テ ム 要求 が そ れ だ け 多 い のか 、 ス タ ッフ不足 な のか、 そ の実 態 調 査 を

オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンへ の対 応 とか らめ て、 実 施 す る必 要 が あ る ので は

な い だ ろ うか 。
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4.4　 急 激な コン ピュ ー タ発 展 の歴 史的 巡 回 の 訪れ

　 さ き に、EDP/シ ス テ ム部 門 は 、戦 略 部 門 ない しコ ンサル テー シ ョン/設

計 部 門 た るべ きだ と述 べ た。 しか し、 そ の前 提 条 件 の1つ と して、全 社 的 な計

画 と リンク した マ ス タ ー ・プ ラン を保持 す る必 要が あ る。5～10年 先 の 長 期

マ ス ター ・プ ランか 、 少 な く と も、3～6年 先 の 中期 マ ス ター ・プラ ンを作成

してお きべ きだ と思 われ る。

　 ハ ー ドウエア が 低廉 化 し、 か つ、 メー カー の売込 み に よ らず 、 ニー ズ ・オ リ

エ ンテ ッ ドな志 向 を堅持 し、 コ ス ト ・パ フ ォー マ ンス 的、 ミ ッシ ョン ・パ フ ォ

ー マ ンス 的 な 見方 や考 え方 一 一 ツー ル とし ての機 種 選 定 の洗 い 出 しや 、 従来 の

シ ステ ム に と らわ れ な い 自由 な思考 力、 そ して 、経 済 性 工 学'と しての 時 間 の 価

値 を認 識 して、 シス テ ム作 りの ス ピー ドが い か に コ ス トに影 響す るか 、現 在 の

シ ステ ムを保 持す る こ とが いか に劣 化 と損 失 を増 大 す るか とい うと らえ方 や 尺

度 一一 を す るの で あれ ば 、 いか に、 技 術 動 向 の予 測 が難 し くと も、 マス ター ・

プ ラ ンを作 り得 る と思 う。

'
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5.情 報処 理部 門の果すべ き今後 の役 割

横浜商科大学

　教授 前 川 良 博

　は じめに　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 `

　 戦後 わが 国 の30年 間に わ た る経 営 情 報 化 の進 歩 発展 の 推進 役 で あ り中核 と

して きた のは 情 報 処理 部 門 で あ った 。 い つ れ の企 業 や組 織 体 に お い て も決 して

コ ン ピ ュー タ化 が 容 易 に展 開 して きた とい う訳 では な か った し、 幾 多 の試 行 錯

誤 や 大 きな困 難 、 障害 が あ ったが 、 そ れ らを乗 り越 え て 今 日の よ うな コン ピ ュ

ー タ活用 の先 進 的 な レベ ル を築 くこ とが で きた のは、 企 業 内 の情 報 処 理 部 門 の

先駆 者 的、 開 拓 者 的 な努 力が あ ったか らこそ の ことで あ る。

　 しか し一 方 で は、 企 業 内 に あ りなが ら、 余 りに も コン ピ ュー タ技 術 を 中心 と

す る組織 体 質 に よるア プ ロー チや シ ステ ム開 発 ・設 計 の あ り方 が 反 省 す べ き様

々な 問題 を残 す こ とに もな っ た。 なか で も最 も大 きな 問題 は、 経 営 情 報 化 の第

四 期、 つ ま り第 一 次オ イル ・シ ョック を迎 え てす べ て の企 業 が 減 量 化 を迫 られ

る こ とに な って、 さ らに企 業 経 営 や 業 務 遂 行 に密 着 した コ ン ピュー タ活用 が 問

わ れ、 そ の場 合 の 情報 処 理 部 門 の 企 業 内で 果 すべ き役割 、機 能 が 従 来 の ま ＼で

よい のか 、 とい う問題 で あ っ た。

　 こSで は、 そ れ らの問 題 背 景 とこれ か らの情報 処 理 部 門 の あ り方 につ い て 、

若 干 の 問題 提起 とそ の方 向 づ け につ い て論 ず る ことに す る。

5.1　 経 営 体 質 の 改善 を迫 られ る今 日の 企 業

　 企業 は 常 に解 決 を迫 られ る 多 くの 問題 を抱 え てい る 。 経営 管 理 の諸 活 動 は そ

れ らの 問題 を解 決 す る ため の 連 続 的 な活 動 で あ って 「企 業 は 問 題 解 決 の組 織 体

で ある」 とい って も過 言 で は な い。
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　経 営 者 、 管理 者 は そ れぞ れ の立 場 に おい て問題 解 決行 動 の リー ダー で あ る。

と ころで 、 そ の 問題 解 決 に あ た って 、 今 日では過 去 に お い て経 験 した こ との な

い課 題 、 難 問 に 当面 す る こ とが 多 い し、従 来 の よ うな 部分 的、 直観 的 な 対応 で

は な く、抜 本 的、 構 造 的 な 解決 を要 求 さ れ る こ とが 多 い の で あ る。若 しその こ

とへ の対 応 が 遅れ た り、 徹底 を欠 くな らば 、 時 と し再 起 不 能 とい うこ とに成 り

か ね ない 程 に厳 しい経 営環 境 に あ るわけ で あ って 、 ま さ に 今 日は 企業 多難 の 時

代 とい うべ きで あろ う。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　 企業 には そ れぞ れ 個 有 の 体質 が あ るの で あるが 、 今 日で はそ の 企業 体質 を改

善 す る こ との 要求 が 強 い。 厳 しさ を 欠 い た高 度 経 済成 長 期 の追 い 風 に な じん だ

企業 体 質 で は、 今 日の よ うな経 済 動乱 期 は 乗 り切れ ない し、 また 天井 知 らず の

成長 期 に肥 大 して しま った 企業 組 織 で は、 今 日の よ うに 限 定 され た収 益 に よっ

て経 営 を継 続 す る ことは困 難 である。そ こで 企 業経 営 の全 般 を体 質 的 に 改善 変革

す る こ とが 要 請 され る訳 であ って、 提起 さ れ る問題 の 多 くは 部分 的 改 善や あ り

きた りの 合 理化 では 困 難 で あ る。 ま さ に構 造 的 な経 営 体 質 の 改善 が余 儀 な くさ

れ てい るの で あ る。

　従 来 の 延長 線上 に安 座 す る こ とが 許 され な い のが 今 日の 企 業 で あ って、 活路

を求 め て 必死 の努 力 を続 け る と ころ も多 い 。

●

5.2　 情 報 処 理 部 門 の 今後 の あ リ方

　 そ の よ うな企 業 の 経 営 環 境 を強 く意 識 しなが ら、 企 業 に お け る コ ン ピ ュー タ

の 活 用 と情 報 処 理 部 門 の 問 題 を考 え てみ る こと にす る。

　 企業 は 従 来 か ら も、 経 営 管理 や作 業、 事務 の諸 部 面 で 常 に合 理 化 、 効率 化 を

追 求 して きた が 、 コ ン ピ ュー タが そ の 方 策 と して大 きな役 割 りを果 して きた こ

とは.明らか で あ る。 しか し、 そ の コ ン ピュー タ化 が 企業 内 に 浸透 す るた め には 、

まさ に苦 難 の道 を切 り開 くよ うに難 しい こ とで あ った。 そ れ を担 当 して きた の

が 企業 内 の 情報 処理 部 門 で あ った訳 で、 そ の努 力 と功 績 は 評価 され るべ き こ と

で あ る。
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　 多量 化 し複 雑 化 す る事 務 を機 械 化、 自動 化 す る こ とに よって省 力化 に貢 献 し、

管理 面、 技 術 面 の 向 上 や 進 歩 を 支え て きた の も情 報 処 理部 門 で あ った。 しか し

反 面 では 、 経 営 面 、 戦 略 計 画 面へ の貢 献 が 待 望 さ れ なが らも、そ の期 待 に余 り

明確 な 回答 を 出 さぬ まSに 、経 済 成 長 の 急激 な 量 的拡 大 に支 え られ て、 適 用 シ

ス テ ムや コ ン ピ ュー タ設 備 を拡 大 し、 要 員面 も増 大 させ て きた。 そ して、 第 一

次オ イ ル ・シ ・ ックの 到 来 に よ って コ ン ピュー タ ・コス トの 削減 に大 わ らわ と

い う事態 も起 っ て き たの で あ る。

　 今 日では 多 くの 企 業 が 思 い切 った 経 営 の転 換 を余 儀 な くされ て い る。 生産 を

縮 少 し、 在庫 を圧 縮 し、 入 手 を く ら し、賃 金 を抑 制 しなが ら減 量 経 営 に 徹せ ざ

る を得 ない の で あ る。 工 場、 事業 所 の縮 少合 併 や休 廃 、不 採 算 品 種 の 切 捨 て、

余 剰 人 員 の 配転 や希 望 退 職等 々の 切 実 な 体質 改 善 策 が進め られ るな か で、情 報

処 理 部 門 に 対 す る合 理 化 も例 外 な く進 め られ て きた の であ る。

　 情 報 処理 部 門 で は 、 企業 の減 量 化 に 協 力 して ハ ー ドウエ アの 増 設計 画 を棚 上

げ し、 要 員 の 削減 を 行 い、 システ ム開発 の縮 少 や 延 期 な どに よっ て、 コス ト低

減 策 を 実施 した と ころ も多い 。 そ の よ うな状 況 の なか にあ って 、情 報 処理 部 門

は、 単 に減 量 化 を進 め る だけ で は な く、 今 後 の 企 業 のなか にお い て果 すべ き役

割 りやそ の あ り方 が 問 われ る こ とに もな って きた の で ある。

　 企 業 の体 質 改 善 に歩 調 を合 せ て情 報 処 理 部 門 も減量 化 を行 うこ とは 、 そ の 際

必要 な こ とで は あ っ たが 、 たX'減 量 化 を進 め コ ス トを 低減 す れば よい とい うも

の では ない 。経 営 組 織 の 拡 大 に随 伴 して適 用 シス テ ム を開発 し拡 大 して きた が 、

そ の 開 発 態 度 や 設計 推 進 の あ り方 につ い て も反 省 し検 討 す べ き こ とに な った 。

そ れ には 、 各 ユ ー ザ 部 門 に 広 く拡 大 したEDPシ ス テ ムが 真 に各 業 務 処理 構

造 に 密 着 し、 業 務 実 体 に浸透 した シス テ ム と して機 能 してい るか 等 々 につ い て

も反省 、考 察 す べ き課題 で あ った 。

　 情報 処理 部 門 は 、 これ ま で に も企業 の 事務 体 質 の 改 善 に大 き く貢献 して き た

し、 さ らには 管 理 体 質 の改 善 に も役 立 って きた 。そ して、 そ の改 善余 地 はま だ

ま だ残 され た 部 分 が 多 いは ず で あ る し、 さ らに ま た一 歩進 め て、 今 日企 業 が 問
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わ れ て い る経 営 体 質 の 改善 に も、 情 報 処 理 部 門 はそ の 持 て る能 力、 蓄 積 した 技

術 を 発揮 して直 接 的 貢献 をす る こ とを強 く決 意 すべ き時 で もあ る。

　 そ の よ うな反 省 に立 脚 して、 企 業 要 請 に 積極 的 に貢 献す る ため の 方策 の探 求

の な か に 「これ か らの情 報 処 理 部 門 の あ り方 」 の 答が あ りそ うで あ る。 そ うで

あ って こそ 、 企 業 多難 時代 とい う時 代 要 請 に答 え る企 業 内情 報処 理 部 門 で あ る

し、 活 用 とい う ことに な るは ず で あ る。 今 こそ 、情 報 処 理部 門 の 出番 の時 とい

うべ きで あ ろ う。

、

5,5　 情報 処 理 部 門 の果 す べ き役 割 リ

　従 来 か ら、 情 報 処 理 部 門 の果 た すべ き基 本 的 機 能 は 次の3つ で あ る といわ れ

て きた。

　①EDPシ ス テ ムの 設計 と運 用(シ ス テ ム設計機 能)

　② プ ・グ ラ ミング とそ の 維 持 管 理(ブ ・ グ ラ ミング機 能)

　③ 日常的 なデ ー タ処 理 とそ の 管 理(オ ペ レー シ ・ン機 能)

　そ れ ら基 本 的 な3機 能 を 中心 に して、様 々な 関連 諸機 能 が 附 随 し、 発 生 して、

複雑 で 多様 な情 報 処理 部 門の 仕 事 が 形 成 され て きた。 ま た、 最 近 の よ うに 外注

化 の範 囲 が いか に拡 大 し よ う と も、 前述 の3つ の基 本 的機 能 は 変 わ る こ とが な

いo

　 情 報 処理 部 門 が コ ン ピュー タ を所 管 す る 限 り、 これ ら3機 能は 絶 体 に欠 くこ

との で き ない基 本 的 機 能 で あ るか ら こそ 、 そ の 能率 、 効率 、生 産 性 につ い て、

ま た正 確 性 、経 済 性 につ い て、 情 報 処 理 部 門 の 管 理者 は 、 そ の 向上 と他 部 門 や

企 業 へ の 貢献 に努 力 を払 って きた の で あ る。

　 そ の 向上 努 力 と管理 責 任 は今 後 も継 続 され ね ば な らない が、 今 後 の 情 報処 理

部 門は コ ン ピ ュー タ中心 の 機 能 遂 行 のみ では 、 前 述 した経 営 トップの 抱 い てい

る危惧 、 期 待 に応 え 、 今 日企 業 が 置 か れ てい る厳 しい環 境 に 十 分 に対応 す る こ

とは で き ない で あろ う。 そ の 問 い に答 え るた め に、 今後 の情 報 処 理 部 門 は如 何

に あ るべ きか 、 そ の た め には 、 従 来 か らの 基本 的機 能 に付 加 すべ き機 能 は何 で
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あ るべ きか につ い て、 企業 ご とに そ の解 答 が 求 め られ て い る。 しか もそ の要請

は、つ ぎ に述 べ る よ うな3つ の異 な る環 境 条 件 の 変化 か らき てい る こ とを認 識

す る必 要 が あ る。

　 そ の第1は 、 す で に 述べ て きた よ うに、 企 業 自体 が厳 しい 低 成 長 の な か に あ

って企 業 、 体 質 の 改 善 を迫 られ、 情報 処 理 部 門 に対 して も運 営 管 理 の 体 制 と体

質 の改 善 が 要 求 さ れ て い る こ とで あ る。 と くに最 小 の コス トで最 大 の効 果 を挙

げ る情 報 処 理 の あ り方 、 さ らに太 き経 済 的効 果 の余 地 の追 求 を 直接 ・間 接 に 問

わ れ て い る こ とで あ る 。

　 第2の 要 因は 、 コン ピュー タに よる集 中処 理 に のみ 重 点 を置 い て きた 情報 処

理 部 門 に 、最 近 では 様 々な新 しい イ ンパ ク トが加 わ り、 今 ま で の運 営 管 理 の 守

備 範 囲 で は律 し され な い変 化 が急 速 に訪 れ てい る こ とで あ る。 つ ま り、 低 コス

トで高 性 能 な ミニ コン ピュー タ、 オ フ ィス コ ン ピ ュー タや 各 種 端末 機器 に よる

分散 処理 の 普及 をは じめ、 オ フ ィス ・オ ー トメー シ ・ン(OA)と い う概 念 や

各種OA機 器 の 出現 な どが そ れ で あ る。 情 報 処 理 部 門 が 従来 か らの 、 あ るいは

旧来 の機 能 と役 割 に 固 執 してい る間 に、 そ れ らの 新 しい 情報 処 理 環境 の 変化 と

新 しい動 向 が、 情 報 処 理 部 門 を介 さ ず 、 頭 ご しに各 職 能 部門 へ と普 及 す る傾 向

をみせ は じめ てい る。 一 次 的 デ ー タ処理 が デ ー タ発 生 段 階 で行 われ る ことは好

ま しい こ とで あ るが 、 そ れ らが 統 制 と調 整 な しに無 秩 序 に拡 大 す る こ との 帰 結

と して の混 乱 は 明 らか で あ る。 分 散 化 に は、 常 に 強 力 で指導 的 な集 権 的 機 能 が

必要 で あ る。

　 第3の 要 因 に さ らに重 要 で ある。 一 般 に情 報 処理 部 門は コ ン ピ ュー タ を活 用

し、 コ ン ピ ュー タ ・ペ ー ス の情 報処 理 シ ス テ ムを 対 象 とす る ことか ら、 常 にそ

の思 考 と発想 が コン ピ ュー タ中心 とな る傾 向が あ る。 あ らゆ る 管理 努 力 と向上

目標 は 、 コ ン ピ ュー タ化 の 効 率 と能率 に 中心 が 置 か れ 、情 報 処 理 コ ス トの低 減

に あ る。 そ れ は、 情 報処 理 部 門 に と って 当然 に果 す べ き管理 目標 で あ るが、 そ

の こ とか ら技 術 中心 、 手 段 中 心 にな りが ち で あ り、 情 報 処理 部 門 は"企 業 内 の

孤 島"で あ る と呼ぶ 人 も あ るほ どで あ る。 つ ま り企 業 組織 の なか に あ りな が ら、
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特 殊 な技 術専 門集 団 とみ られ る よ うな特 異 な組 織 体質 を形 成 す る ことに な る。

そ の よ うな体 質 に よっ ては、 コ ン ピ ュー タに よる効 果 は部 分 的、 局 所 的 で あ っ

て、 企 業や ユ ー ザ部 門 の 効 率 や 業 績 の 向上 を は じめ 、 問題 解 決 には 直 接 的 貢献

が 困 難 で あ ろ う。 そ れ では ユ ー ザ部 門 の 業 務 シス テ ムに は密 着 しに くい し、 な

じみ に くいEDPシ ス テ ムに な りが ち で ある。 それ ゆえ に、 情 報処 理 部 門 の機

能 をコ ン ピ ュー タ中心 か ら、 そ の前 提 で ある業 務 シス テ ムの 見 直 しや シス テ ム

化 、 ユ ー ザ 部 門 の 問 題 解 決 シ ステ ム開 発 ・設 計 に ま でそ の 機 能 を拡 大 し、 前

進 さ せ る こ との 必 要 性 が 、 従 来 に も増 して痛 感 さ せ るの で あ る。

5.　4　 期待 され る情 報 処 理 部 門 の新 機 能 と実体 システ ム 志 向

　 情報 処理 部 門 は、 コ ン ピ ュー タ とそれ に関 連 す る諸 技術 を専 門 とす る組 織 と

して形 成 さ れ そ の機 能 を果 して きた。 そ の ため に、 前述 した よ うに 高度 では あ

るが 、専 門 化 さ れ た 技 術集 団 と して 位置 づけ られ、 自か らそ の よ うに 認識 して

きた 。 そ うで ない と意 識 した と して も、 現 実 には 企 業 内 の特 殊 な部 門 と しての

立 場 に 甘ん じて い る場 合 が 多 い の で ある 。

　 確 か に、 コ ン ピ ュー タを保 有 しそ れ を有 効 に 活用 す る た め には、 優 れ た技 術

力 を育 成 し、 発 揮 す る こ とは 情 報処 理 部 門 に と っての 第一 義 的 な役 割 りで あ る。

　 しか し、 そ の情 報処 理 技 術 が適 用 され 、 貢献 しなけ れ ば な らな い 対象 は、 企

業 の経 営 管 理 の 諸部 面 で あ る し、 直接 的 には 各 ユ ーザ 部 門 で あ る 。 そ こ に お

け る真 の問 題 解 決 や 業 務 の 実 体 に情 報 処理 部 門 が深 い 関心 を示 さ ず、 かXわ り

を持 た ず して、 真 に役 立 つ 情 報 処 理 シス テ ム を形成 す る こ とは 困 難 で あ る。

　 そ こで、 企業 の 志 向 す る方 向 や 要 請 を調 査、 探 求 して、 各 ユ ー ザ 部 門 と 共

に業 務 実 体 に密 着 した コン ピ ュー タ活 用 を形成 し、 提 供 し、 保 証 す る こ とこそ

情 報 処 理 部 門 の使 命 だ とい え る 。そ の こ と を欠 い ては 情 報 処 理部 門 は、 そ の役

割 を十 分 に果 した とは い え な い はず で あ る。

　 そ の ため には 、 ユ ー ザ 部 門 の 機 械 化 、 自働 化 の要 求 のみ を あ と追 い す るだ

け で は な い。 コ ン ピ ュー タの 前 段 階 、 つ ま り対 象 シス テ ム で あ る企 業 の実 体や
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業 務 の あ り方 を見 直 し、 そ の改 善 に積 極 的 に取 り くむ とい う前 向 きの シ ステ ム

・ア プ ロー チ が要 求 され るは ず で あ る
。 これ か らの情 報 処理 部 門 には 、 業 務 実

体 シス テ ムの シ ス テ ム化 、 よ り良い ビジ ネス ・シス テ ムを如 何 に形成 して ゆ く

か とい う問題 の と らえ 方 が 必 要 で あ る し、 コ ン ピ ュー タ化 は そ の よ うな シス テ

ム化 の一 部 分 で あ る とい う考え 方 に徹 す る必要 が あ る
。 も し、 そ の よ うな シス

テ ム化 が広 く企 業 内 に展 開 す るこ とに な れば 、 コ ン ピ ュー タの活 用 は 各 ユー ザ

部 門 の 業 務 に 密 着 した もの と して 業務 実 体 の なか に構造 化 して定着 す る はず

で ある。 ま た、 従 来 の よ うにEDPシ ス テ ム を設 計 す るため に 業 務実 体 を調 査

分析 す るの で は な く、 業 務 実体 で あ る ビ ジネス ・シス テ ム を再 構築 す る一 部 と

してEDPシ ステ ムが ビル ドイ ン され てゆ くこ とに な ってゆ くはず で あ る
。 そ

の こ とか らは 、 情報 処 理 部 門 とユ ー ザ部 門 と い う対 立 的 で 間 隔 を置 い た二 元

的 な表現 もいつ しか 解 消す る ことが期 待 で きるの で あ ろ う。

　 「実 体 シ ス テ ム」 とい う表 現 を用 い て き たが 、 これ は 実 は筆 者 に よる造 語 で

あ る。 そ れ は ま た、 シ ス テ ム 化 の 概 念 を 明 らか にす る ため の 表 現 と い うぺ き

で あ ろ う。 つ ま り、 今後 の 情報 処 理 部 門 は、 単 にEDPシ ステ ムのみ を対 象 と

す るの で は な く、 ユ ー ザ 部 門 と 協 働 し、支 援 して彼 等 の 実 体 シス テ ムの 改 善、

再 構築 、 再 設 計 に ま で 前進 してそ の役 割 りを果 す シ ス テ ム化 の機 能 と使 命 を 強

く認識 す べ きで あ ろ う。そ れ はEDPシ ス テ ム か ら機 能 を 拡 大 し て 、 業 務

の実 体 システ ム を も対 象 とす る 「シス テ ム ・コ ンサ ル タ ン ト」へ の 役割 りの 向

上 で あ る し、 これ か らの情 報処 理 部 門 に附 加 さ れ るべ き新機 能 とい うべ きで あ

る。

　 さ て、 企 業 内 の 実体 シス テ ム を も対 象 に した シス テ ム化 を志 向 す る今後 の情

報処 理 部門 の あ り方 と しては 、 従来 に も増 して情 報 処 理 の広範 な技 術 能 力 を高

め 発揮 してゆ くこ とは 当 然 で あ るが 、 しか し、 それ だ け の専 門 部署 で あ る こ と

は許 され ない 。 情 報 処理 部 門 は コ ン ピ ュー タに よる処 理 効率 を高 めそ れ を も っ

て 企 業 や ユ ー ザ 部 門 に 貢 献 す る努 力 を払 って きた し、 今後 もそ れ を続 け つS

成 果 を示 して ゆ くこ とは 当然 の使 命 で あ る。 そ の こと を コ ン ピュー タ ・オ リエ
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ンテ ッ ドな役 割 りとす る な らば、 そ れ に加 え て シス テ ム ・オ リエ ン テ ッ ドな新

しい 役割 りが 今 後 の情 報 処 理 部 門 に は 強 く要求 され る こと にな る。

　 こSで シス テ ム ・オ リエ ンテ ッ ドな役 割 り とい うのは 、 企 業 の経 営 要 請 を志

向 した業 務 実 体 の シス テ ム化 を 推 進す る機 能 を果 す こ とを指 してい る 。っ ま り

業 務 実 態 を シス テ ム的 に把 え て 見 直 し、 改 善 し、 再 構築 して、 有 限 な 企業 の諸

資 源 を効 率 的 に活用 す る シス テ ム を開 発 す る とい う新 しい 情報 処 理 部 門 の機 能

と こ とで あ る。

　 コ ン ピ ュー タを 中心 とす る情 報 処 理 の 諸 技 術 と、 業 務 実 体 の シス テ ム化 技術

とい う、,車の 両輪 を企 業 内 で 推 進 しつy経 営 体 質 の 改 善 に貢 献 して ゆ くこと こ

そ、 情報 処 理 部 門 の使 命 で あ る し、 シス テ ム ・コンサ ル タ ン トと して の役 割 り

で あ る とい う考 え 方 を、 今 後 の情 報 処 理 部 門 の あ り方の 基 本 と した いの で あ る。

5.5　 情 報 処理 部 門 の 戦 略 的 機 能

　企 業 の なか で情 報 処 理 部 門 が 前述 した よ うな新 しい 機 能 を発 揮 して ゆ くた め

には 、 そ の機 能 を 戦略 機 能 と に区 分 して考 察 す る ことが で きる。

　 あ らゆ る企業 に と って 、そ の組 織 目的 や 目標 を有 効 に 達 成 して ゆ くため に は、

戦 略 と戦 術の両 側 面 の機 能 が 必要 で あ る ことは い うま で も ない。 戦 略 が あ って

戦術 が 生 き る し、 戦術 に支 え られ て 戦略 も展 開可 能 で あ って、 企業 経 営 に と っ

て 戦略 と戦術 は欠 くこ との で きな い もの で あ る。 情 報 処 理 部門 に と って も同様

に 戦 略 と戦術 の バ ラ ンス の上 に シ ス テ ム化、 コ ン ピュー タ化 が 展 開 しなけ れば

な らな い だ ろ う○

　 まず 、 そ れ では 情 報処 理部 門 ・戦術 機 能 とは何 か、 を 明 らか にす る こ とにす

る。 従 来 か ら情 報 処 理 部 門 は コ ン ピュー タを所 管 して、 有 効 に 活 用す る専 門 部

署 と.しての 機 能責 任 が 課 され てい る ため ・ ・ ン ピ ・一 夕 に関す る技 術 面 ・ 日常

時 運用 面 、 内部 管 理面 な どに 関す る研 究 とそ の 能率 、 生 産 性 につ い ての 向上 努

力が 常 に払 われ て きた。 そ して、 そ れ な りの 効 果 を 挙げ て きた。 そ れ を、 こS

で は戦 術 的機 能 と呼ぶ わ け で あ って、 そ の努 力は 今 後 も必 然 的 に継 続 さ れ るで
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あろ うか ら、 本 稿 で は あえ て これ 以 上 は ふれ ない こ とにす る。

　 それ では 、情 報 処理 部 門 に とって 戦 略 的機 能 とは 何 か、 そ れ を どの ように認

識 し、 いか に具 体 イヒす るのが これ らの情 報処 理 部 門 の あ り方 にお い て 考 え る こ

とが重 要 な こ とで あ る。

　 企業 ご とに 経営 戦 略 が 異 な る ように、 情 報 処理 部 門 にお け る戦略 機 能 の あ り

方や そ の具 体 的 な展 開は 企 業 に よ って一 律 に論 ず る ことは で きな い だ ろ う。 し

か し、 情 報処 理 部 門 に と って あ 戦 略機 能 とい うものは 、 コ ン ピ ュー タや 情報 シ

ス テ ム あ る い は シス テ ム化 の 思 想、 ユー ザ部 門 に 対 す る 考 え 方 や 問 題 意 識

に よって、 そ の あ り方は 大 き く変 る ことは 明 らか で あ る。そ の意 味 で、 これ か

らの情 報処 理 部 門 の あ り方 を方 向 づ け 決 定づ け るの は 、 戦略 的 機 能 を担 当す る

管 理者 に と って大 きな 課題 とな って くる。

　 そ こで、 情 報 処 理 部 門 の 戦 略 的 機 能 をつ ぎの よ うに と らえ て論 をすSめ る こ

と にす る。 本来 、 戦略 には 、 持 て る有形 、 無 形 の 資 源 を最 大 限 に 環 境条 件に適

用 して役 立 て る とい う側 面 と、 所 与 の環 境 条 件 を 目的達 成 の た め に 有利 に活用

し、 さ らには 当方 に有 利 な よ う に変 化 させ て ゆ くとい う側 面 とが あ る。 それ は

軍 事戦 略 に おい て も、 経 営 戦 略 に お い て も同 じで あ る。 ま た、 戦 略 的施 策 とい

う もの は、 常 に全 体 的(全 社 的)、 長 期 的 、 対外 的 そ して非 構造 的 な もの を 対

象 と してい る とい う こ とで あ る。

　 そ の こ とは、 情 報処 理 部 門 の 戦 略 にお い て も同様 で あ って、 企 業 内 の経営 環

境 に 適 合 して コ ン ピ ュー タ化 を推 進 す るのみ では な く、 さ らに シス テ ム化、 情

報 化 に よ って経 営 環 境 、 経営 体 質 を大 き く改 善 す る こ とは、 情 報 処 理 部 門 のみ

が そ の 中核 とな って 推進 すべ き これ か らの情 報 処理 部 門 の戦 略 機 能 とい うべ き

で あ ろ う。 ま た、 そ の具 体 的 な 戦略 的 施策 は 、 全 社 的、 長 期 的 、 対 外的(対 ユ

ー ザ 部 門)な もの を 対 象 と し、 さ らに、 非 構造 的 な ものに シス テ ム化 、 情 報

化 の 焦 点 を あて て ゆ くこ とが 要 求 さ れ る ことに な る の で あ る。
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5.6　 戦 略 的 な ア プ ロー チ の 対 象

　 情 報処理 部 門 がそ の 戦 略 的 な機 能 を積 極 的 、 意識 的 、 意欲 的 に展 開す る具 体

的 な 課題 と しては 企業 ご と に多 くの ター ゲ ッ トが あ るは ず で ある が、 そ の ア プ

ロー チ の対 象 と して 次 に挙 げ る こ とが参 考 に な るで あろ う。
●

■

　 (1)情 報 化 の 企業 理 念 とそ の 計 画 化

　 戦 略 は常 に 長期 的 な 視 野 に立 脚 した もの で あ っ て、 シ ス テ ム化 、 情報 化、 コ

ン ピ ュー タ化 の 企業 理 念 、 長 期 ビジ ョンを 明確 な もの に し、 そ れ に基 づ く中 ・

長 期 の計 画 が ロー リング プ ラ ン と して 設定 され るべ きで あ る。 実 行計 画(単 年

度 計 画)は そ れ に整 合 した もの と して設定 され て こそ 、 情 報 処 理 部 門 の進 むべ

き 方 向 と重 点 は 明確 な もの とな るは ず で あ る。 これ は 情 報 処 理 部 門 の 「長 期計

画 機 能」 とい うべ き も の で あ る。

　 (2)企 業 要 請 に基 づ くシス テ ム化

　 企業 の経 営 戦 略 の 一 環 と し ての情 報 処理 部 門 戦 略 で あ るた め に は、 そ の 志 向

は 企 業 の要 請 に直 接 ・間 接 に合 致 した シス テ ム化 で なけ れ ば な ら ない。 そ の た

め には、 デー タ処 理 中心 か ら問題 解 決 中心 の シス テ ム化 、 情 報 シス テ ム化が 問

わ れ る。 そ の ため に は 企 業 内の 問題 を 客観 的 に調 査 、 把 握 して、 改 善 を ユー ザ

部 門 に 提 案 し、 協 力 す る こ とで あ る。 そ の ため には 情 報 処 理 部 門 には 企業 内

コ ンサ ル タ ン トと して の 能 力が 必 要 とな る し、 「調 査 開発 機 能 」 が要 求 され る 。

　 (3)全 社 的 、 総 合 的 な施 策 の展 開

　 戦 略 は 常 に全 般 的 、 総 合 的 な施 策 で ある 。有 限 な資 源 を総 合 発 揮 し よ うと し

て企業 は努 力 して い る訳 で あ って、 情 報処 理 部 門 は そ れ を シ ステ ム化 、 コ ン ピ

ュー タ化 に よっ て貢 献 しなけ れ ば な らな い。 そ の ため には 全 社 的 に シス テム、

情 報 の 「総 合 管理 、 総 合 調 整 の機 能 」 が 発揮 され ね ば な ら な い 。 ユ ー ザ 部 門

に対 す る 「指導 啓 蒙 機 能 」　「教 育 機 能 」 も必要 で あ る。 そ の よ うな 戦略 的 視点

■
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か ら考 え て ゆ くと、 従 来 の ユ ー ザ 部 門 教 育 の 構 想 も内容 も大 き く変 化 す るは

ず で あ る。

●

　 (4)三 一ザ 部 門へ の ア プ ロー チ

　 シス テ ム開発 ・設 計 に あた って、 情報 処 理 部 門 とユ ー ザ 部 門 の 責 任 分 担 や

機 能の 分担 分野 につ い て は、 必 らず しも明確 で な い の が 現状 で あ る。 設計 の対

象は 業 務 シス テ ムで あ り、 ユ ー ザ 部 門 業 務 の 改 善 を 課 題 に してい るにかXわ

らず 、 ユ ー ザ 部 門 責 任 者 の なか に は 、コ ン ピ ュー タ問題 だ か らと、す べ ての

責 任 と作 業 主 体 が 情 報 処 理 部 門 にあ る と考 え てい る もの が多 い。

　 コン ピ ュー タが 最 終 的 には 活 用 され る と して も、 そ の 目的 や狙 い とす る とこ

ろ は業 務 の実 体 シス ス ムの 改 善 で あ る し向 上で あ る 。 実体 シス テ ムの調 査 分 析

や 問題 の発 見 とそ の 解 決 を シ ス テ ム的 に推 進 す る シス テ ム化 が 前 提 にな らなけ

れ ば な らない 。 そ の こ とにつ い て の ユ ー ザ部 門 の 責 任 と 主 体 性 を 自覚 さ せ 、

シス テ ム化 の考 え 方 と方 法 論 、 そ して、 そ れ が コ ン ピ ュー タ と ど う関連 す るか

の理 解 を企 業 内 に普 及 、拡 大 してゆ くこ とが 是 非 と も必要 で あ る。 コ ン ピ ュー

タ の 理 解 と知 識 が ユ ー ザ部 門 に普 及 す る こ とは好 ま しい ことで あ るが、 そ れ

以 上 に シス テ ム化 の 考 え方 とそ の手 法 や ユ ーザ部 門 の 自覚 が 企 業 内に拡 大す る.

こ とが 重要 で あ る。

■

　 (5)　 ユ ー ザ部 門 教 育 の 見 直 しと企 業体 質 の改 善

　 ユ ー ザ 部 門 に 対 す る初 期 の コ ン ピ ュー タ教 育 は、 多 分 に啓 蒙 的 要請 か らは

じま り、 そ の 後 次第 に高度 化 し、 多面 化 して きた。 しか し、 それ らは 常 に コン

ピ ュー タ中心 の 教 育 で あ って、 多分 に メ ー カー に先 導 され て きた き らい が あ る。

そ の こ との 意 義 と教 育効 果 は 評 価 され る が、 いつ まで もコ ン ピ ュー タ中心 の 教

育 で ある こ とは許 され ず 、 今 後 の ユ ー ザ 教 育 の あ り 方 が 見 直 され るべ き時機

に来 てい る。

　 ユー ザ 部 門 に と っ て 必 要 で あ り、且 つ 関心 の あ る こ とは、 自部 門 の業 務 と
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そ の 成果 の 向上 や 抱 え て い る問題 の解 決 につ い て で あ る。 その こ と と コ ン ピュ

ー タ との 関係 につ い て知 りた い の で あ
って、 コン ピ ュー タそ の もの に つ い て で

は ない。 そ うで あ る とす るな らば 、 コ ン ピュー タ中心 の 教 育か ら、 業 務 中心 の

シス テ ム化、 あ るい は 業 績 の 向上 を阻 害 してい る問 題 の 発見 とそ の 解 決能 力 に

つい て の 教 育 に 中心 が 置 かれ るべ き で あ ろ う。 そ れ は 、 コ ン ピ ュー タ化 の 前提

とな る重要 な教 育 課 題 で あ って、 そ の よ うな教 育成 果 が 企業 内に 拡 大 す る こ と

は、 コ ン ピ ュー タ化 を デ ー タ処理 型 の シス テ ムか ら問 題 解決 型 の シス テムへ と

変 化 させ 、 ユ ー ザ 部 門 志 向 の 情 報 シス テ ムへ と変 化 す る こと を促 進 す る こ と

に な るは ず で あ る。

　 そ の よ うな教 育 は 「シス テ ム化 教 育 」 にほ か な らない し、 従来 の コ ン ピュー

タ教 育 とそ の 本質 を異 にす る もの で あ る。 そ れは 知 識 教 育 で も技 術教 育 で もな

い。 究 極 的 に は シ ス テ ム 志 向 に よ って 、各 ユ ーザ 部 門、業 務 部 門 の体 質 を改

善す る こ とに大 き く貢 献 す るた め の 戦略 的 な 施策 とな るはず で あ る。

●

■

　⑥ 　 シス テ ム ・エ ン ジ ニ アの 役割 の見 直 し

　 一 般 に、 情 報 処 理 部 門 で シス テ ム ・エ ン ジニ ア と呼 ばれ る もの の役 割 りは 、

コン ピ ュー タ ・ペ ース のEDPシ ス テ ムの 設計 で ある 認識 され て い る。 しか し、

本 稿 で述 一)"てきた シス テ ム化 に お い て は、 シス テ ムはEDPシ ス テ ムのみ を指

す ので は な く、 業 務 の 実 体 シス テ ムの調 査 分析 ・設計 、 情 報 シス テ ムの 分 析 ・

設 計 とい う対 象範 囲 を含 む の で あ る。 前項 で述べ た よ う に ユ ー ザ 部 門 が 所 管

し責 任 を もつ 業 務 の実 体 シス テ ム の改 善 、 向上、 そ こにお け る 問題 解 決 こそ が

企 業 に と って必 要 な こ とで あ って、 そ れ に貢 献 す るた め に コン ピュー タが 存 在

す るの で ある。 で あ るな らば 、 シス テ ム ・エ ン ジニア の役 割 り と能 力 は、ED

Pシ ス テ ムの設 計 に と どま らず 、 ユ ー ザ 部 門 に 協 力 し、 指導 、 誘導 しなが ら、

実 体 シス テ ムの シス テ ム化 か らEDPシ ス テ ム に至 る全 般 につい てそ の役 割 り

を発揮 しなけ れ ば な らな い。

　 そ の こ とを 「シス テ ム ・コン サ ル タ ン ト」 と呼ぶ の で あ る。
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●

　 (7)情 報 処理 部 門 の未 来 像 を 考 え る

　 多 くの 情 報 処 理 部 門 の マ ネ ジ ャーは 、 次 々に発 生 す る厄 介 な コ ン ピュー タ関

連 技術 の諸 問題 、 内 部 管 理 や 対 ユ ー ザ 部 門 との調 整 な ど 日常的 、 戦 術的 な 問

題 に忙 殺 され 埋 没 してい る のが 実 情 で あ る。 そ の ため に、 情報 処 理 部 門が 企業

の なか で、 今 後 どの よ うな役 割 りを果 し、 発 展 して ゆ くのか 、 そ の た め に使 命 、

役 割 りを ど う変革 す べ きか に つ い て検 討 す る余 裕 を持 た な い の が 現 状 で あ ろ う。

そ うで あ るか らこそ 、 現状 を踏 ま え て、 情 報 処理 部門 の 未来 像 を描 き、 検討 し、

そ の 実 現可 能性 を追 求 す る こ とが 必 要 で あ る。

　 デ ー タ処 理 部門 か ら情 報 処理 部 門へ の脱 皮 、 情報 処 理 部 門 か らシ ステ ム部 門

へ の機 能 の 拡大 、 全 社 的 な 情報 管 理 部 署、 シ ステ ム管 理 部署 へ の 構 想 な ど検 討

す べ き こ とは 多い 。 そ れぞ れ の企 業 ご とに、 そ の未来 像 は 一 様 で は な い が、 そ

の企 業 に適 応 し、 企 業 体質 の 改 善 、 変革 に貢 献 す るため の計 画 的 発 展 を考 え、

実 現 に努 力す る こ とは、 情 報 処 理 部 門 マネ ジ ャーに課 され た大 き な戦 略 的機 能

とい うべ きで あろ う。

●
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